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公布された条例のあらまし 

 

◎ 語学指導等を行う外国青年の報酬及び費用弁償に関する条例（条例第 13 号） 

1  地方公務員法等の一部改正に鑑み、語学指導等を行う外国青年の給与及び旅費に関する条例の全部を

改正することとしました。 

 2  この条例は、令和 2 年 4月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県卸売市場条例（条例第 14 号） 

1  卸売市場法の一部改正に伴い、規定を整理するとともに、小規模等卸売市場の適正かつ健全な運営を

確保し、その開設等に係る規定を整備するため、三重県卸売市場条例の全部を改正することとしました。 

 2  この条例は、令和 2 年 6月 21日（一部令和元年 12 月 21 日）から施行することとしました。 

 

◎ 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及

び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例（条例第 15 号） 

1  住民の利便性の向上及び行政事務の効率化を図るため、個人番号の利用範囲についての規定を整備す

ることとしました。 

2  この条例は、令和 2 年 3 月 1 日（一部公布の日）から施行することとしました。 

 

◎ 三重県の事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例（条例第 16 号） 

1  地方自治法第 252 条の 17 の 2 第 1 項の規定に基づき、知事の権限に属する事務の一部を市町が処理

することについて改正を行うこととしました。 

 2  この条例は、令和 2 年 4月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第二十三条の規定に基づく職務権限の特例に関する条例の

一部を改正する条例（条例第 17 号） 

1  地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律によ

る地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴い、規定を整理することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県職員退職手当支給条例等の一部を改正する条例（条例第 18 号） 

1  成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律によ

る地方公務員法の一部改正に伴い、関係条例の規定を整理することとしました。 

 2  この条例は、令和元年 12月 14 日（一部令和 2年 4 月 1 日）から施行することとしました。 

 

◎ 三重県手数料条例の一部を改正する条例（条例第 19 号） 

 1  建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の一部改正に鑑み、手数料についての規定を整備す

ることとしました。 

 2  この条例は、建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の一部を改正する法律の施行の日から

施行することとしました。 

 

◎ 三重県民生委員定数条例の一部を改正する条例（条例第 20 号） 

1  高齢者の増加等地域の実情に鑑み、民生委員の定数の改正を行うこととしました。 

2  この条例は、令和元年 12月 1 日から施行することとしました。 
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◎ 三重県心身障害者扶養共済条例の一部を改正する条例（条例第 21 号） 

1  成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律に鑑

み、年金管理者についての規定を整備することとしました。 

2  この条例は、令和元年 12月 14日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県立自然公園条例の一部を改正する条例（条例第 22 号） 

1  成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律によ

る自然公園法の一部改正に鑑み、指定認定機関についての規定を整備することとしました。 

 2  この条例は、令和元年 12月 14 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県建築基準条例の一部を改正する条例（条例第 23 号） 

1  建築基準法等の一部改正に伴い、規定を整理することとしました。 

2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県警察関係手数料条例の一部を改正する条例（条例第 24 号） 

1  道路交通法施行令の一部改正に伴い、免許証再交付手数料等についての規定を整理することとしまし

た。 

 2  この条例は、令和元年 12月 1日から施行することとしました。 

 

 

 

 

 

 

条 例 
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語 学 指 導 等 を 行 う 外 国 青 年 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 を こ こ に 公

布 し ま す 。  

  令 和 元 年 十 月 二 十 五 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 十 三 号  

語 学 指 導 等 を 行 う 外 国 青 年 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例  

語 学 指 導 等 を 行 う 外 国 青 年 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 二 年 三 重 県 条 例 第 二

十 号 ） の 全 部 を 改 正 す る 。  

（ 目 的 ）  

第 一 条  こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 五 項

の 規 定 に 基 づ き 、 語 学 指 導 又 は 国 際 交 流 活 動 を 行 う 外 国 青 年 （ 以 下 「 外 国 青 年 」 と い う 。 ）

の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 の 額 並 び に そ の 支 給 方 法 に つ い て 定 め る も の と す る 。  

（ 報 酬 ）  

第 二 条  外 国 青 年 の 報 酬 は 、 月 額 で 定 め る 。  

２  前 項 で 定 め る 報 酬 の 額 は 、 年 額 三 百 九 十 六 万 円 の 範 囲 内 で 、 任 命 権 者 が 知 事 と 協 議 し

て 定 め る 。  

３  前 二 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 外 国 青 年 に は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九

年 三 重 県 条 例 第 六 十 七 号 ） に 規 定 す る 通 勤 手 当 に 相 当 す る 報 酬 を 支 給 す る 。  

４  外 国 青 年 が 所 定 の 勤 務 日 数 及 び 勤 務 時 間 数 の 全 部 又 は 一 部 に つ い て 勤 務 し な い と き

は 、 規 則 又 は 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 を 除 き 、 そ の 勤 務 し な い 日 数 及 び 時 間 数 の 報

酬 の 額 を 支 給 し な い 。  

５  前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 外 国 青 年 の 報 酬 の 支 給 方 法 に つ い て は 、 職 員 の 給 与 に 関

す る 条 例 の 適 用 を 受 け る 職 員 の 例 に よ る 。 た だ し 、 第 三 項 に 規 定 す る 報 酬 の 支 給 方 法 に

つ い て は 、 会 計 年 度 任 用 職 員 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 三

重 県 条 例 第 一 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 の 例 に よ る 。  

（ 費 用 弁 償 ）  

第 三 条  外 国 青 年 が 公 務 の た め に 旅 行 し た と き は 、 そ の 費 用 を 弁 償 す る 。  

２  費 用 弁 償 の 額 及 び 支 給 方 法 は 、 職 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 三 重 県 条 例

第 四 十 六 号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 の 例 に よ る 。  

（ 実 施 に 関 し 必 要 な 事 項 ）  

第 四 条  こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  
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三 重 県 卸 売 市 場 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 元 年 十 月 二 十 五 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 十 四 号  

三 重 県 卸 売 市 場 条 例  

三 重 県 卸 売 市 場 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 二 十 号 ） の 全 部 を 改 正 す る 。  

 

（ 目 的 ）  

第 一 条  こ の 条 例 は 、 卸 売 市 場 法 （ 昭 和 四 十 六 年 法 律 第 三 十 五 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ）

第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 地 方 卸 売 市 場 の 認 定 に つ い て 必 要 な 事 項 を 定 め る と と も

に 、 小 規 模 等 卸 売 市 場 が 県 内 に お い て 生 鮮 食 料 品 等 の 公 正 な 取 引 の 場 と し て 重 要 な 役 割

を 果 た し て い る こ と に 鑑 み 、 小 規 模 等 卸 売 市 場 に 関 し 、 そ の 開 設 等 に つ い て 必 要 な 事 項

を 定 め 、 そ の 適 正 か つ 健 全 な 運 営 を 確 保 す る こ と に よ り 、 生 鮮 食 料 品 等 の 取 引 の 適 正 化

と そ の 流 通 の 円 滑 化 を 図 り 、 も っ て 県 民 生 活 の 安 定 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 二 条  こ の 条 例 に お い て 「 生 鮮 食 料 品 等 」 と は 、 野 菜 、 果 実 、 魚 類 、 肉 類 等 の 生 鮮 食 料

品 そ の 他 一 般 消 費 者 が 日 常 生 活 の 用 に 供 す る 食 料 品 及 び 花 き を い う 。  

２  こ の 条 例 に お い て 「 卸 売 市 場 」 と は 、 生 鮮 食 料 品 等 の 卸 売 の た め に 開 設 さ れ る 市 場 で

あ っ て 、 卸 売 場 、 自 動 車 駐 車 場 そ の 他 の 生 鮮 食 料 品 等 の 取 引 及 び 荷 さ ば き に 必 要 な 施 設

を 設 け て 継 続 し て 開 場 さ れ る も の を い う 。  

３  こ の 条 例 に お い て 「 小 規 模 等 卸 売 市 場 」 と は 、 第 四 条 の 規 定 に 基 づ く 届 出 を し た 卸 売

市 場 を い う 。  

４  こ の 条 例 に お い て 「 卸 売 業 者 」 と は 、 卸 売 市 場 に 出 荷 さ れ る 生 鮮 食 料 品 等 に つ い て 、

そ の 出 荷 者 か ら 卸 売 の た め の 販 売 の 委 託 を 受 け 、 又 は 買 い 受 け て 、 当 該 卸 売 市 場 に お い

て 卸 売 を す る 業 務 を 行 う 者 を い う 。  

（ 手 数 料 ）  

第 三 条  法 第 十 三 条 第 一 項 の 認 定 又 は 法 第 十 四 条 に お い て 準 用 す る 法 第 六 条 第 一 項 の 変 更

の 認 定 を 受 け よ う と す る 者 は 、 申 請 の 際 に そ れ ぞ れ 次 に 掲 げ る 手 数 料 を 納 め な け れ ば な

ら な い 。  

一  地 方 卸 売 市 場 認 定 申 請 手 数 料  一 件 に つ き  一 万 七 千 円  

二  認 定 事 項 の 変 更 に 係 る 認 定 申 請 手 数 料  一 件 に つ き  九 千 円  

（ 開 設 の 届 出 ）  

第 四 条  卸 売 市 場 を 開 設 し た 者 は 、 市 場 ご と に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 次 に 掲 げ る

事 項 を 知 事 に 届 け 出 る も の と す る 。 た だ し 、 法 第 四 条 第 一 項 の 農 林 水 産 大 臣 の 認 定 又 は

法 第 十 三 条 第 一 項 の 知 事 の 認 定 を 受 け よ う と す る 者 又 は 受 け て い る 者 は 、 こ の 限 り で な

い 。  

一  卸 売 市 場 の 開 設 者 の 名 称 及 び 所 在 地 並 び に そ の 代 表 者 の 氏 名 （ 個 人 に あ っ て は 、 氏

名 及 び 住 所 ）  

二  卸 売 市 場 の 名 称  

三  卸 売 市 場 の 位 置 及 び 施 設 に 関 す る 事 項  
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四  卸 売 市 場 の 取 扱 品 目  
２  前 項 の 規 定 に よ る 届 出 に は 、 当 該 届 出 に 係 る 卸 売 市 場 の 業 務 に 関 す る 規 程 （ 以 下 「 業

務 規 程 」 と い う 。 ） を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 変 更 の 届 出 等 ）  

第 五 条  小 規 模 等 卸 売 市 場 の 開 設 者 は 、 前 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 及 び 業 務 規 程 を 変 更

し た と き 並 び に 小 規 模 等 卸 売 市 場 を 休 止 又 は 廃 止 し よ う と す る と き は 、 速 や か に 、 規 則

で 定 め る と こ ろ に よ り 、 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

（ 開 設 者 の 責 務 ）  

第 六 条  小 規 模 等 卸 売 市 場 の 開 設 者 は 、 小 規 模 等 卸 売 市 場 の 業 務 の 適 正 か つ 健 全 な 運 営 を

確 保 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 売 買 取 引 の 原 則 ）  

第 七 条  小 規 模 等 卸 売 市 場 に お い て 、 取 引 参 加 者 （ 卸 売 業 者 、 仲 卸 業 者 （ 卸 売 市 場 に お い

て 卸 売 を 受 け た 生 鮮 食 料 品 等 を 当 該 卸 売 市 場 内 で の 店 舗 に お い て 販 売 す る 者 を い う 。 ）

そ の 他 卸 売 市 場 に お い て 売 買 取 引 を 行 う 者 を い う 。 第 十 一 条 に お い て 同 じ 。 ） は 、 公 正

か つ 効 率 的 に 売 買 取 引 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

（ 差 別 的 取 扱 い の 禁 止 ）  

第 八 条  小 規 模 等 卸 売 市 場 の 卸 売 業 者 は 、 出 荷 者 又 は 買 受 人 に 対 し て 、 不 当 に 差 別 的 な 取

扱 い を し て は な ら な い 。  

（ 売 買 取 引 の 方 法 ）  

第 九 条  小 規 模 等 卸 売 市 場 の 卸 売 業 者 は 、 生 鮮 食 料 品 等 の 品 目 ご と の せ り 売 又 は 入 札 の 方

法 、 相 対 に よ る 取 引 の 方 法 そ の 他 の 売 買 取 引 の 方 法 と し て 業 務 規 程 に 定 め ら れ た 方 法 に

よ り 、 卸 売 を し な け れ ば な ら な い 。  

（ 売 買 取 引 の 条 件 の 公 表 ）  

第 十 条  小 規 模 等 卸 売 市 場 の 卸 売 業 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 取 扱 品 目 そ の 他 売

買 取 引 の 条 件 （ 売 買 取 引 に 係 る 金 銭 の 収 受 に 関 す る 条 件 を 含 む 。 ） を 公 表 し な け れ ば な

ら な い 。  

（ 決 済 の 確 保 ）  

第 十 一 条  小 規 模 等 卸 売 市 場 に お い て 、 取 引 参 加 者 は 、 売 買 取 引 を 行 う 場 合 に お け る 支 払

期 日 、 支 払 方 法 そ の 他 の 決 済 の 方 法 と し て 業 務 規 程 に 定 め ら れ た 方 法 に よ り 、 決 済 を 行

わ な け れ ば な ら な い 。  

（ 卸 売 数 量 等 に 関 す る 報 告 ）  

第 十 二 条  小 規 模 等 卸 売 市 場 の 開 設 者 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 卸 売 業 者 が 卸 売 を

行 っ た 生 鮮 食 料 品 等 の 数 量 及 び 金 額 を 知 事 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 指 導 及 び 助 言 ）  

第 十 三 条  知 事 は 、 小 規 模 等 卸 売 市 場 の 開 設 者 に 対 し 、 小 規 模 等 卸 売 市 場 の 業 務 の 適 正 か

つ 健 全 な 運 営 を 確 保 す る た め に 必 要 な 指 導 及 び 助 言 を 行 う も の と す る 。  

（ 報 告 及 び 検 査 ）  

第 十 四 条  知 事 は 、 こ の 条 例 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て 、 小 規 模 等 卸 売 市 場 の 開 設 者 に

対 し 、 そ の 業 務 若 し く は 財 産 に 関 し 報 告 若 し く は 資 料 の 提 出 を 求 め 、 又 は そ の 職 員 に 、

小 規 模 等 卸 売 市 場 の 開 設 者 の 事 務 所 そ の 他 の 業 務 を 行 う 場 所 に 立 ち 入 り 、 そ の 業 務 若 し
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く は 財 産 の 状 況 若 し く は 帳 簿 、 書 類 そ の 他 の 物 件 を 検 査 さ せ る こ と が で き る 。  
２  前 項 の 規 定 に よ り 立 入 検 査 を す る 職 員 は 、 そ の 身 分 を 示 す 証 明 書 を 携 帯 し 、 関 係 人 に

提 示 し な け れ ば な ら な い 。  

３  第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 の 権 限 は 、 犯 罪 捜 査 の た め に 認 め ら れ た も の と 解 し て は

な ら な い 。  

（ 必 要 な 措 置 を と る べ き 旨 の 命 令 ）  

第 十 五 条  知 事 は 、 小 規 模 等 卸 売 市 場 の 業 務 の 適 正 か つ 健 全 な 運 営 を 確 保 す る た め に 必 要

が あ る と 認 め る と き は 、 小 規 模 等 卸 売 市 場 の 開 設 者 に 対 し 、 当 該 開 設 者 の 業 務 又 は 会 計

に 関 し 、 必 要 な 措 置 を と る べ き 旨 を 命 じ る こ と が で き る 。  

（ 規 則 へ の 委 任 ）  

第 十 六 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 規 則 で 定 め

る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 六 月 二 十 一 日 （ 次 項 及 び 附 則 第 三 項 に お い て 「 施 行 日 」 と い

う 。 ） か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 三 条 並 び に 次 項 及 び 附 則 第 三 項 の 規 定 は 、 令 和 元 年 十

二 月 二 十 一 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 手 数 料 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 日 の 前 日 に お い て 現 に こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 三 重 県 卸 売 市 場 条 例 第

十 五 条 第 一 項 の 許 可 を 受 け て い る 者 が 、 卸 売 市 場 法 及 び 食 品 流 通 構 造 改 善 促 進 法 の 一 部

を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 三 十 年 法 律 第 六 十 二 号 ） 附 則 第 三 条 第 三 項 の 申 請 を し よ う と す る

場 合 に あ っ て は 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 卸 売 市 場 条 例 （ 次 項 に お い て 「 新 条

例 」 と い う 。 ） 第 三 条 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 手 数 料 は 徴 収 し な い 。  

（ 小 規 模 等 卸 売 市 場 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

３  新 条 例 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し よ う と す る 者 は 、 こ の 条 例 の 施 行 日 前 に お

い て も 、 同 項 の 規 定 の 例 に よ り 、 同 項 の 規 定 に よ る 届 出 を す る こ と が で き る 。 こ の 場 合

に お い て 、 当 該 届 出 を し た 卸 売 市 場 は 、 こ の 条 例 の 施 行 日 に お い て 同 項 の 規 定 に よ る 届

出 が さ れ た も の と み な す 。  
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行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法

律 に 基 づ く 個 人 番 号 の 利 用 及 び 特 定 個 人 情 報 の 提 供 に 関 す る 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 元 年 十 月 二 十 五 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬  

三 重 県 条 例 第 十 五 号  

   行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ く

個 人 番 号 の 利 用 及 び 特 定 個 人 情 報 の 提 供 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 個 人

番 号 の 利 用 及 び 特 定 個 人 情 報 の 提 供 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 三 重 県 条 例 第 四 十 四 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

別 表 第 一 （ 第 四 条 関 係 ）  別 表 第 一 （ 第 四 条 関 係 ）  

 機 関  事 務    機 関  事 務   

 一  知 事  （ 略 ）    一  知 事  （ 略 ）   

 二  知 事  私 立 高 等 学 校 等 学 び 直 し 支

援 金 の 支 給 に 関 す る 事 務 で

あ っ て 規 則 で 定 め る も の  

     

 三  知 事  私 立 高 校 生 等 奨 学 給 付 金 の

支 給 に 関 す る 事 務 で あ っ て

規 則 で 定 め る も の  

     

 四  教 育

委 員 会  

（ 略 ）    二  教 育

委 員 会  

（ 略 ）   

 五  教 育

委 員 会  

県 立 高 等 学 校 学 び 直 し 支 援

金 の 支 給 に 関 す る 事 務 で あ

っ て 三 重 県 教 育 委 員 会 規 則

で 定 め る も の  

     

 六  教 育

委 員 会  

県 立 高 校 生 等 奨 学 給 付 金 の

支 給 に 関 す る 事 務 で あ っ て

三 重 県 教 育 委 員 会 規 則 で 定

め る も の  

     

別 表 第 二 （ 第 四 条 関 係 ）  別 表 第 二 （ 第 四 条 関 係 ）  

 機 関  事 務  特 定 個 人 情 報    機 関  事 務  特 定 個 人 情 報   

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  

 十 二 ○

知 事  

番 号 法 別 表 第

二 の 百 二 十 の  

生 活 困 窮 外 国

人 の 保 護 関 係  

  十 二 ○

知 事  

番 号 法 別 表 第

二 の 百 十 九 の  

生 活 困 窮 外 国

人 の 保 護 関 係  
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  項 の 第 二 欄 に

掲 げ る 事 務  

情 報 で あ っ て

規 則 で 定 め る

も の  

   項 の 第 二 欄 に

掲 げ る 事 務  

情 報 で あ っ て

規 則 で 定 め る

も の  

 

  

附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 三 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 二 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の

日 か ら 施 行 す る 。  
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三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公

布 し ま す 。  

  令 和 元 年 十 月 二 十 五 日  

                        三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬   

三 重 県 条 例 第 十 六 号  

   三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

別 表 第 二 （ 第 二 条 関 係 ）  別 表 第 二 （ 第 二 条 関 係 ）  

 一 ～ 十 四  （ 略 ）  （ 略 ）    一 ～ 十 四  （ 略 ）  （ 略 ）   

 十 五  都 市 計 画 法 （ 以 下 こ の

項 に お い て 「 法 」 と い う 。 ）

に 基 づ く 次 に 掲 げ る 事 務  

津 市 、 松 阪

市 、 桑 名 市

及 び 鈴 鹿 市  

  十 五  都 市 計 画 法 （ 以 下 こ の

項 に お い て 「 法 」 と い う 。 ）

に 基 づ く 次 に 掲 げ る 事 務  

津 市 、 桑 名

市 及 び 鈴 鹿

市  

 

 イ  法 第 二 十 九 条 第 一 項

及 び 第 二 項 の 規 定 に よ

る 開 発 行 為 の 許 可  

    イ  法 第 二 十 九 条 第 一 項

及 び 第 二 項 の 規 定 に よ

る 開 発 行 為 の 許 可  

   

 ロ  法 第 三 十 四 条 第 十 三

号 に 規 定 す る 土 地 又 は

土 地 の 利 用 に 関 す る 所

有 権 以 外 の 権 利 を 有 し

て い た 者 の 届 出 の 受 理  

    ロ  法 第 三 十 四 条 第 十 三

号 に 規 定 す る 土 地 又 は

土 地 の 利 用 に 関 す る 所

有 権 以 外 の 権 利 を 有 し

て い た 者 の 届 出 の 受 理  

   

 ハ  法 第 三 十 四 条 の 二 第

一 項 の 規 定 に よ る 協 議

（ 法 第 三 十 五 条 の 二 第

四 項 に お い て 準 用 す る

場 合 を 含 む 。 ）  

    ハ  法 第 三 十 四 条 の 二 第

一 項 の 規 定 に よ る 協 議

（ 法 第 三 十 五 条 の 二 第

四 項 に お い て 準 用 す る

場 合 を 含 む 。 ）  

   

 ニ  法 第 三 十 五 条 の 二 第

一 項 の 規 定 に よ る 変 更

の 許 可  

    ニ  法 第 三 十 五 条 の 二 第

一 項 の 規 定 に よ る 変 更

の 許 可  

   

 ホ  法 第 三 十 五 条 の 二 第

三 項 の 規 定 に よ る 変 更

の 届 出 の 受 理  

    ホ  法 第 三 十 五 条 の 二 第

三 項 の 規 定 に よ る 変 更

の 届 出 の 受 理  

   

 ヘ  法 第 三 十 六 条 の 規 定

に よ る 工 事 完 了 の 検 査

等  

    ヘ  法 第 三 十 六 条 の 規 定

に よ る 工 事 完 了 の 検 査

等  

   

 ト  法 第 三 十 七 条 第 一 号     ト  法 第 三 十 七 条 第 一 号    
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の 規 定 に よ る 建 築 又 は

建 設 の 承 認  

の 規 定 に よ る 建 築 又 は

建 設 の 承 認  

 チ  法 第 三 十 八 条 の 規 定

に よ る 開 発 行 為 の 工 事

の 廃 止 の 届 出 の 受 理  

    チ  法 第 三 十 八 条 の 規 定

に よ る 開 発 行 為 の 工 事

の 廃 止 の 届 出 の 受 理  

   

 リ  法 第 四 十 一 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 建 蔽 率 等

の 指 定  

    リ  法 第 四 十 一 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 建 ぺ い 率

等 の 指 定  

   

 ヌ  法 第 四 十 一 条 第 二 項

た だ し 書 の 規 定 に よ る

建 築 の 許 可  

    ヌ  法 第 四 十 一 条 第 二 項

た だ し 書 の 規 定 に よ る

建 築 の 許 可  

   

 ル  法 第 四 十 二 条 第 一 項

た だ し 書 の 規 定 に よ る

建 築 等 の 許 可  

    ル  法 第 四 十 二 条 第 一 項

た だ し 書 の 規 定 に よ る

建 築 等 の 許 可  

   

 ヲ  法 第 四 十 二 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 建 築 等 の

協 議  

    ヲ  法 第 四 十 二 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 建 築 等 の

協 議  

   

 ワ  法 第 四 十 三 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 建 築 等 の

許 可  

    ワ  法 第 四 十 三 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 建 築 等 の

許 可  

   

 カ  法 第 四 十 三 条 第 三 項

の 規 定 に よ る 協 議  

    カ  法 第 四 十 三 条 第 三 項

の 規 定 に よ る 協 議  

   

 ヨ  法 第 四 十 五 条 の 規 定

に よ る 地 位 承 継 の 承 認  

    ヨ  法 第 四 十 五 条 の 規 定

に よ る 地 位 承 継 の 承 認  

   

 タ  法 第 四 十 六 条 及 び 第

四 十 七 条 の 規 定 に よ る

開 発 登 録 簿 の 調 製 等  

    タ  法 第 四 十 六 条 及 び 第

四 十 七 条 の 規 定 に よ る

開 発 登 録 簿 の 調 製 等  

   

 レ  法 第 八 十 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 報 告 等 の 徴

収 及 び 勧 告 等 （ イ か ら ヨ

ま で に 掲 げ る 事 務 に 係

る も の に 限 る 。 ）  

    レ  法 第 八 十 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 報 告 等 の 徴

収 及 び 勧 告 等 （ イ か ら ヨ

ま で に 掲 げ る 事 務 に 係

る も の に 限 る 。 ）  

   

 ソ  法 第 八 十 一 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 監 督 処 分

（ イ か ら ヨ ま で に 掲 げ

る 事 務 に 係 る も の に 限

る 。 ）  

    ソ  法 第 八 十 一 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 監 督 処 分

（ イ か ら ヨ ま で に 掲 げ

る 事 務 に 係 る も の に 限

る 。 ）  

   

 ツ  法 第 八 十 一 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 措 置 の 決

    ツ  法 第 八 十 一 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 措 置 の 決
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定 及 び 公 告 （ ソ に 掲 げ る

事 務 に 係 る も の に 限

る 。 ）  

定 及 び 公 告 （ ソ に 掲 げ る

事 務 に 係 る も の に 限

る 。 ）  

 ネ  法 第 八 十 一 条 第 三 項

の 規 定 に よ る 公 示 （ ソ に

掲 げ る 事 務 に 係 る も の

に 限 る 。 ）  

    ネ  法 第 八 十 一 条 第 三 項

の 規 定 に よ る 公 示 （ ソ に

掲 げ る 事 務 に 係 る も の

に 限 る 。 ）  

   

 ナ  法 第 八 十 二 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 立 入 検 査

（ ソ か ら ネ ま で に 掲 げ

る 事 務 に 係 る も の に 限

る 。 ）  

    ナ  法 第 八 十 二 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 立 入 検 査

（ ソ か ら ネ ま で に 掲 げ

る 事 務 に 係 る も の に 限

る 。 ）  

   

 十 六 ～ 二 十 九  （ 略 ）  （ 略 ）    十 六 ～ 二 十 九  （ 略 ）   （ 略 ）   

 二 十 九 の 二  三 重 県 屋 外 広

告 物 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三

重 県 条 例 第 四 十 五 号 。 以 下

こ の 項 に お い て 「 条 例 」 と

い う 。 ） に 基 づ く 次 に 掲 げ

る 事 務  

松 阪 市 及 び

桑 名 市  

  二 十 九 の 二  三 重 県 屋 外 広

告 物 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三

重 県 条 例 第 四 十 五 号 。 以 下

こ の 項 に お い て 「 条 例 」 と

い う 。 ） に 基 づ く 次 に 掲 げ

る 事 務  

松 阪 市   

 イ  条 例 第 三 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 区 域 等 の 指

定 及 び 同 条 第 二 項 の 規

定 に よ る 告 示  

    イ  条 例 第 三 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 区 域 等 の 指

定 及 び 同 条 第 二 項 の 規

定 に よ る 告 示  

   

 ロ  条 例 第 四 条 第 一 項 第

五 号 の 規 定 に よ る 区 域

の 指 定 及 び 同 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 告 示  

    ロ  条 例 第 四 条 第 一 項 第

五 号 の 規 定 に よ る 区 域

の 指 定 及 び 同 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 告 示  

   

 ハ  条 例 第 八 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 屋 外 広 告 物

沿 道 景 観 地 区 の 指 定 及

び 同 条 第 三 項 の 規 定 に

よ る 告 示  

    ハ  条 例 第 八 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 屋 外 広 告 物

沿 道 景 観 地 区 の 指 定 及

び 同 条 第 三 項 の 規 定 に

よ る 告 示  

   

 ニ  条 例 第 八 条 の 二 （ 第 四

項 を 除 く 。 ） の 規 定 に よ

る 屋 外 広 告 物 沿 道 景 観

地 区 基 本 方 針 の 策 定 等  

    ニ  条 例 第 八 条 の 二 （ 第 四

項 を 除 く 。 ） の 規 定 に よ

る 屋 外 広 告 物 沿 道 景 観

地 区 基 本 方 針 の 策 定 等  

   

 ホ  条 例 第 九 条 の 規 定 に

よ る 広 告 物 及 び 広 告 物

を 掲 出 す る 物 件 に 関 す  

    ホ  条 例 第 九 条 の 規 定 に

よ る 広 告 物 及 び 広 告 物

を 掲 出 す る 物 件 に 関 す  
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 る 協 定 の 認 定 等     る 協 定 の 認 定 等    

 三 十  三 重 県 屋 外 広 告 物 条

例 （ 以 下 こ の 項 に お い て

「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 同

条 例 の 施 行 の た め の 規 則

に 基 づ く 次 に 掲 げ る 事 務  

津 市 、 松 阪

市 、 桑 名 市 、

鈴 鹿 市 、 大

台 町 及 び 大

紀 町  

  

  三 十  三 重 県 屋 外 広 告 物 条

例 （ 以 下 こ の 項 に お い て

「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 同

条 例 の 施 行 の た め の 規 則

に 基 づ く 次 に 掲 げ る 事 務  

津 市 、 松 阪

市 、 鈴 鹿 市 、

大 台 町 及 び

大 紀 町  

  

 

 イ  条 例 第 五 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 広 告 物 の 表

示 及 び 掲 出 物 件 の 設 置

の 許 可  

  イ  条 例 第 五 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 広 告 物 の 表

示 及 び 掲 出 物 件 の 設 置

の 許 可  

 

 ロ  条 例 第 六 条 第 四 項 及

び 第 五 項 の 規 定 に よ る

広 告 物 の 表 示 及 び 掲 出

物 件 の 設 置 の 許 可  

    ロ  条 例 第 六 条 第 四 項 及

び 第 五 項 の 規 定 に よ る

広 告 物 の 表 示 及 び 掲 出

物 件 の 設 置 の 許 可  

   

 ハ  条 例 第 六 条 第 六 項 の

規 定 に よ る 届 出 の 受 理  

    ハ  条 例 第 六 条 第 六 項 の

規 定 に よ る 届 出 の 受 理  

   

 ニ  条 例 第 八 条 の 四 の 規

定 に よ る 指 導 、 助 言 及 び

勧 告  

    ニ  条 例 第 八 条 の 四 の 規

定 に よ る 指 導 、 助 言 及 び

勧 告  

   

 ホ  条 例 第 十 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 条 件 の 付 与  

    ホ  条 例 第 十 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 条 件 の 付 与  

   

 ヘ  条 例 第 十 条 第 三 項 の

規 定 に よ る 許 可  

    ヘ  条 例 第 十 条 第 三 項 の

規 定 に よ る 許 可  

   

 ト  条 例 第 十 一 条 の 規 定

に よ る 報 告 の 受 理  

    ト  条 例 第 十 一 条 の 規 定

に よ る 報 告 の 受 理  

   

 チ  条 例 第 十 二 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 広 告 物 及

び 掲 出 物 件 の 変 更 及 び

改 造 の 許 可  

    チ  条 例 第 十 二 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 広 告 物 及

び 掲 出 物 件 の 変 更 及 び

改 造 の 許 可  

   

 リ  条 例 第 十 二 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 条 件 の 付

与  

    リ  条 例 第 十 二 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 条 件 の 付

与  

   

 ヌ  条 例 第 十 七 条 の 規 定

に よ る 許 可 の 取 消 し  

    ヌ  条 例 第 十 七 条 の 規 定

に よ る 許 可 の 取 消 し  

   

 ル  条 例 第 十 九 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 必 要 な 措

置 の 命 令  

    ル  条 例 第 十 九 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 必 要 な 措

置 の 命 令  

   

 ヲ  条 例 第 十 九 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 必 要 な 措

    ヲ  条 例 第 十 九 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 必 要 な 措
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置 の 実 施  置 の 実 施  

 ワ  条 例 第 十 九 条 第 三 項

の 規 定 に よ る 代 執 行 及

び 費 用 の 徴 収  

    ワ  条 例 第 十 九 条 第 三 項

の 規 定 に よ る 代 執 行 及

び 費 用 の 徴 収  

   

 カ  条 例 第 十 九 条 第 四 項

の 規 定 に よ る 広 告 物 又

は 掲 出 物 件 の 除 却  

    カ  条 例 第 十 九 条 第 四 項

の 規 定 に よ る 広 告 物 又

は 掲 出 物 件 の 除 却  

   

 ヨ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

一 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 保 管  

    ヨ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

一 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 保 管  

   

 タ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

二 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 返 還

又 は 公 示  

    タ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

二 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 返 還

又 は 公 示  

   

 レ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

四 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 売 却

等  

    レ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

四 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 売 却

等  

   

 ソ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

六 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 廃 棄  

    ソ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

六 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 廃 棄  

   

 ツ  条 例 第 二 十 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 報 告 若 し

く は 資 料 提 出 の 要 求 又

は 立 入 検 査  

    ツ  条 例 第 二 十 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 報 告 若 し

く は 資 料 提 出 の 要 求 又

は 立 入 検 査  

   

 ネ  条 例 第 二 十 二 条 の 規

定 に よ る 届 出 の 受 理  

    ネ  条 例 第 二 十 二 条 の 規

定 に よ る 届 出 の 受 理  

   

 ナ  条 例 第 二 十 七 条 の 規

定 に よ る 指 導 、 助 言 及 び

勧 告  

    ナ  条 例 第 二 十 七 条 の 規

定 に よ る 指 導 、 助 言 及 び

勧 告  

   

 ラ  条 例 第 二 十 七 条 の 五

第 二 項 の 規 定 に よ る 指

導 及 び 助 言  

    ラ  条 例 第 二 十 七 条 の 五

第 二 項 の 規 定 に よ る 指

導 及 び 助 言  

   

 ム  条 例 第 二 十 七 条 の 六

第 一 項 の 規 定 に よ る 勧

告  

    ム  条 例 第 二 十 七 条 の 六

第 一 項 の 規 定 に よ る 勧

告  

   

 ウ  条 例 第 二 十 七 条 の 六

第 二 項 の 規 定 に よ る 勧

告  

    ウ  条 例 第 二 十 七 条 の 六

第 二 項 の 規 定 に よ る 勧

告  
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 ヰ  条 例 第 二 十 七 条 の 六

第 三 項 の 規 定 に よ る 公

表  

    ヰ  条 例 第 二 十 七 条 の 六

第 三 項 の 規 定 に よ る 公

表  

   

 ノ  条 例 第 二 十 七 条 の 六

第 四 項 の 規 定 に よ る 意

見 を 述 べ る 機 会 の 付 与  

    ノ  条 例 第 二 十 七 条 の 六

第 四 項 の 規 定 に よ る 意

見 を 述 べ る 機 会 の 付 与  

   

 三 十 一  三 重 県 屋 外 広 告 物

条 例 （ 以 下 こ の 項 に お い て

「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 同

条 例 の 施 行 の た め の 規 則

に 基 づ く 次 に 掲 げ る 事 務  

各 市 （ 津 市 、

松 阪 市 、 桑

名 市 及 び 鈴

鹿 市 を 除

く 。 ） 、 木

曽 岬 町 、 東

員 町 、 菰 野

町 、 朝 日 町 、

川 越 町 、 多

気 町 、 明 和

町 、 玉 城 町 、

度 会 町 、 南

伊 勢 町 、 紀

北 町 、 御 浜

町 及 び 紀 宝

町  

  三 十 一  三 重 県 屋 外 広 告 物

条 例 （ 以 下 こ の 項 に お い て

「 条 例 」 と い う 。 ） 及 び 同

条 例 の 施 行 の た め の 規 則

に 基 づ く 次 に 掲 げ る 事 務  

各 市 （ 津 市 、

松 阪 市 及 び

鈴 鹿 市 を 除

く 。 ） 、 木

曽 岬 町 、 東

員 町 、 菰 野

町 、 朝 日 町 、

川 越 町 、 多

気 町 、 明 和

町 、 玉 城 町 、

度 会 町 、 南

伊 勢 町 、 紀

北 町 、 御 浜

町 及 び 紀 宝

町  

 

 イ  条 例 第 十 九 条 第 四 項

の 規 定 に よ る 広 告 物 又

は 掲 出 物 件 の 除 却  

  イ  条 例 第 十 九 条 第 四 項

の 規 定 に よ る 広 告 物 又

は 掲 出 物 件 の 除 却  

 

 ロ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

一 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 保 管  

  ロ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

一 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 保 管  

 

 ハ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

二 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 返 還

又 は 公 示  

  ハ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

二 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 返 還

又 は 公 示  

 

 ニ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

四 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 売 却

等  

  ニ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

四 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 売 却

等  

 

 ホ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

六 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 廃 棄  

  ホ  条 例 第 十 九 条 の 二 第

六 項 の 規 定 に よ る 広 告

物 又 は 掲 出 物 件 の 廃 棄  

 

 ヘ  条 例 第 二 十 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 報 告 若 し

く は 資 料 提 出 の 要 求 又

は 立 入 検 査 （ イ に 係 る も

の に 限 る 。 ）  

    ヘ  条 例 第 二 十 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 報 告 若 し

く は 資 料 提 出 の 要 求 又

は 立 入 検 査 （ イ に 係 る も

の に 限 る 。 ）  

   

 三 十 二 ・ 三 十 三  （ 略 ）  （ 略 ）    三 十 二 ・ 三 十 三  （ 略 ）  （ 略 ）   

 三 十 四  三 重 県 宅 地 開 発 事

業 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭

和 四 十 七 年 三 重 県 条 例 第

四 十 一 号 。 以 下 こ の 項 に お

い て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及  

津 市 、 松 阪

市 、 桑 名 市

及 び 鈴 鹿 市  

  三 十 四  三 重 県 宅 地 開 発 事

業 の 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭

和 四 十 七 年 三 重 県 条 例 第

四 十 一 号 。 以 下 こ の 項 に お

い て 「 条 例 」 と い う 。 ） 及  

津 市 、 桑 名

市 及 び 鈴 鹿

市  
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 び 同 条 例 の 施 行 の た め の

規 則 に 基 づ く 次 に 掲 げ る

事 務  

   び 同 条 例 の 施 行 の た め の

規 則 に 基 づ く 次 に 掲 げ る

事 務  

  

 イ  条 例 第 六 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 設 計 の 確 認

（ 条 例 第 七 条 に よ る 申

請 書 の 受 理 及 び 条 例 第

七 条 第 二 項 の 規 定 に よ

る 確 認 の 通 知 を 含 む 。 ） 

    イ  条 例 第 六 条 第 一 項 の

規 定 に よ る 設 計 の 確 認

（ 条 例 第 七 条 に よ る 申

請 書 の 受 理 及 び 条 例 第

七 条 第 二 項 の 規 定 に よ

る 確 認 の 通 知 を 含 む 。 ） 

   

 ロ  条 例 第 六 条 第 二 項 の

規 定 に よ る 設 計 の 確 認

の 協 議  

    ロ  条 例 第 六 条 第 二 項 の

規 定 に よ る 設 計 の 確 認

の 協 議  

   

 ハ  条 例 第 九 条 の 規 定 に

よ る 設 計 の 変 更 の 確 認  

    ハ  条 例 第 九 条 の 規 定 に

よ る 設 計 の 変 更 の 確 認  

   

 ニ  条 例 第 十 一 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 氏 名 等 の

変 更 、 工 事 の 中 止 等 の 届

出 の 受 理  

    ニ  条 例 第 十 一 条 第 一 項

の 規 定 に よ る 氏 名 等 の

変 更 、 工 事 の 中 止 等 の 届

出 の 受 理  

   

 ホ  条 例 第 十 一 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 宅 地 開 発

事 業 の 承 継 の 届 出 の 受

理  

    ホ  条 例 第 十 一 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 宅 地 開 発

事 業 の 承 継 の 届 出 の 受

理  

   

 ヘ  条 例 第 十 二 条 の 規 定

に よ る 工 事 の 検 査  

    ヘ  条 例 第 十 二 条 の 規 定

に よ る 工 事 の 検 査  

   

 ト  条 例 第 十 二 条 の 二 の

規 定 に よ る 建 築 の 承 認  

    ト  条 例 第 十 二 条 の 二 の

規 定 に よ る 建 築 の 承 認  

   

 チ  条 例 第 十 三 条 の 規 定

に よ る 監 督 処 分  

    チ  条 例 第 十 三 条 の 規 定

に よ る 監 督 処 分  

   

 リ  条 例 第 十 四 条 の 規 定

に よ る 報 告 の 徴 収 及 び

立 入 検 査  

    リ  条 例 第 十 四 条 の 規 定

に よ る 報 告 の 徴 収 及 び

立 入 検 査  

   

 ヌ  イ か ら リ ま で に 掲 げ

る も の の ほ か 、 条 例 の 施

行 に 係 る 事 務 の う ち 規

則 に 基 づ く 事 務 で 別 に

規 則 で 定 め る も の  

    ヌ  イ か ら リ ま で に 掲 げ

る も の の ほ か 、 条 例 の 施

行 に 係 る 事 務 の う ち 規

則 に 基 づ く 事 務 で 別 に

規 則 で 定 め る も の  

   

 三 十 四 の 二 ～ 三 十 六  （ 略 ）  （ 略 ）    三 十 四 の 二 ～ 三 十 六  （ 略 ） （ 略 ）   

  

   附  則  
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 （ 施 行 期 日 ）  
１  こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 処 分 、 申 請 等 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 の 際 改 正 後 の 別 表 第 二 第 十 五 号 の 項 及 び 第 三 十 四 号 の 項 に 掲 げ る 事 務

に 係 る そ れ ぞ れ の 法 令 、 条 例 若 し く は 規 則 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 法 令 等 」 と い う 。 ）

の 規 定 に よ り 知 事 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 で 現 に そ の 効 力 を 有 す る も の 又 は こ の 条 例 の

施 行 の 日 （ 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 法 令 等 の 規 定 に よ り

知 事 に 対 し て な さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 で 施 行 日 以 後 に お い て 松 阪 市 長 が 管 理 し 、 及 び

執 行 す る こ と と な る 事 務 に 係 る も の は 、 施 行 日 以 後 に お け る 法 令 等 の 適 用 に つ い て は 、

松 阪 市 長 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は 松 阪 市 長 に 対 し て な さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 と み

な す 。  

３  こ の 条 例 の 施 行 の 際 改 正 後 の 別 表 第 二 第 二 十 九 号 の 二 の 項 及 び 第 三 十 号 の 項 に 掲 げ る

事 務 に 係 る 条 例 若 し く は 規 則 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 例 等 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 知

事 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 で 現 に そ の 効 力 を 有 す る も の 又 は 施 行 日 前 に 条 例 等 の 規 定 に

よ り 知 事 に 対 し て な さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 で 施 行 日 以 後 に お い て 桑 名 市 長 が 管 理 し 、

及 び 執 行 す る こ と と な る 事 務 に 係 る も の は 、 施 行 日 以 後 に お け る 条 例 等 の 適 用 に つ い て

は 、 桑 名 市 長 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は 桑 名 市 長 に 対 し て な さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為

と み な す 。  
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地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 第 二 十 三 条 の 規 定 に 基 づ く 職

務 権 限 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  
令 和 元 年 十 月 二 十 五 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 十 七 号  

地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 第 二 十 三 条 の 規 定 に 基 づ く 職 務 権 限 の 特

例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 第 二 十 三 条 の 規 定 に 基 づ く 職 務 権 限 の 特 例 に

関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 三 重 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法

律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 二 十

三 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 同 項 第 二 号 に 規

定 す る ス ポ ー ツ に 関 す る 事 務 （ 学 校 に お け る

体 育 に 関 す る こ と を 除 く 。 ） は 、 知 事 が 管 理

し 、 及 び 執 行 す る こ と と す る 。  

地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法

律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 二 十

三 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 同 項 第 一 号 に 規

定 す る ス ポ ー ツ に 関 す る 事 務 （ 学 校 に お け る

体 育 に 関 す る こ と を 除 く 。 ） は 、 知 事 が 管 理

し 、 及 び 執 行 す る こ と と す る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布

し ま す 。  
令 和 元 年 十 月 二 十 五 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 十 八 号  

三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

目 次  

 第 一 章  総 務 部 関 係 （ 第 一 条 ― 第 四 条 ）  

 第 二 章  教 育 委 員 会 関 係 （ 第 五 条 ― 第 七 条 ）  

 第 三 章  企 業 庁 関 係 （ 第 八 条 ）  

 附 則  

   第 一 章  総 務 部 関 係  

（ 三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 一 条  三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職

手 当 の 支 給 制 限 ）  

（ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職

手 当 の 支 給 制 限 ）  

第 十 二 条  退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退

職 手 当 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 当

該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該 退

職 に 係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を

受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 退

職 を し た 者 が 占 め て い た 職 の 職 務 及 び 責

任 、 当 該 退 職 を し た 者 の 勤 務 の 状 況 、 当 該

退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の 内 容 及 び 程

度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、 当 該 非 違 後 に

お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言 動 、 当 該 非 違

が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の 程 度 並 び に

当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼 に 及 ぼ す 影

響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の 全

部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分

を 行 う こ と が で き る 。  

第 十 二 条  退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退

職 手 当 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 当

該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該 退

職 に 係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を

受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 当 該 退

職 を し た 者 が 占 め て い た 職 の 職 務 及 び 責

任 、 当 該 退 職 を し た 者 の 勤 務 の 状 況 、 当 該

退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の 内 容 及 び 程

度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、 当 該 非 違 後 に

お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言 動 、 当 該 非 違

が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の 程 度 並 び に

当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼 に 及 ぼ す 影

響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の 全

部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る 処 分

を 行 う こ と が で き る 。  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

二  地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規

定 に よ る 失 職 又 は こ れ に 準 ず る 退 職 を

二  地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規

定 に よ る 失 職 （ 同 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該

令和元年10月25日 三　重　県　公　報 号　　外

19



し た 者  当 す る 場 合 を 除 く 。 ） 又 は こ れ に 準 ず る   

退 職 を し た 者  

２ ・ ３  （ 略 ）  ２ ・ ３  （ 略 ）  

（ 退 職 手 当 の 支 払 の 差 止 め ）   （ 退 職 手 当 の 支 払 の 差 止 め ）  

第 十 三 条  退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退

職 手 当 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 に 対

し 、 当 該 退 職 に 係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額

の 支 払 を 差 し 止 め る 処 分 を 行 う も の と す

る 。  

第 十 三 条  退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退

職 手 当 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 に 対

し 、 当 該 退 職 に 係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額

の 支 払 を 差 し 止 め る 処 分 を 行 う も の と す

る 。  

 一  職 員 が 刑 事 事 件 に 関 し 起 訴 （ 当 該 起 訴

に 係 る 犯 罪 に つ い て 禁 錮 以 上 の 刑 が 定

め ら れ て い る も の に 限 り 、 刑 事 訴 訟 法

（ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 一 号 ） 第 六

編 に 規 定 す る 略 式 手 続 に よ る も の を 除

く 。 以 下 同 じ 。 ） を さ れ た 場 合 に お い て 、

そ の 判 決 の 確 定 前 に 退 職 を し た と き 。  

 一  職 員 が 刑 事 事 件 に 関 し 起 訴 （ 当 該 起 訴

に 係 る 犯 罪 に つ い て 禁 錮
こ

以 上 の 刑 が 定

め ら れ て い る も の に 限 り 、 刑 事 訴 訟 法

（ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 一 号 ） 第 六

編 に 規 定 す る 略 式 手 続 に よ る も の を 除

く 。 以 下 同 じ 。 ） を さ れ た 場 合 に お い て 、

そ の 判 決 の 確 定 前 に 退 職 を し た と き 。  

 二  （ 略 ）   二  （ 略 ）  

２ ～ ４  （ 略 ）  ２ ～ ４  （ 略 ）  

５  第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ る 支 払 差

止 処 分 を 行 つ た 退 職 手 当 管 理 機 関 は 、 次 の

各 号 の い ず れ か に 該 当 す る に 至 つ た 場 合

に は 、 速 や か に 当 該 支 払 差 止 処 分 を 取 り 消

さ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 第 三 号 に 該

当 す る 場 合 に お い て 、 当 該 支 払 差 止 処 分 を

受 け た 者 が そ の 者 の 基 礎 在 職 期 間 中 の 行

為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し 現 に 逮 捕 さ れ て

い る と き そ の 他 こ れ を 取 り 消 す こ と が 支

払 差 止 処 分 の 目 的 に 明 ら か に 反 す る と 認

め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

５  第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ る 支 払 差

止 処 分 を 行 つ た 退 職 手 当 管 理 機 関 は 、 次 の

各 号 の い ず れ か に 該 当 す る に 至 つ た 場 合

に は 、 速 や か に 当 該 支 払 差 止 処 分 を 取 り 消

さ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 第 三 号 に 該

当 す る 場 合 に お い て 、 当 該 支 払 差 止 処 分 を

受 け た 者 が そ の 者 の 基 礎 在 職 期 間 中 の 行

為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し 現 に 逮 捕 さ れ て

い る と き そ の 他 こ れ を 取 り 消 す こ と が 支

払 差 止 処 分 の 目 的 に 明 ら か に 反 す る と 認

め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

 一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

 二  当 該 支 払 差 止 処 分 を 受 け た 者 に つ い

て 、 当 該 支 払 差 止 処 分 の 理 由 と な つ た 起

訴 又 は 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に つ き 、 判 決

が 確 定 し た 場 合 （ 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら

れ た 場 合 及 び 無 罪 の 判 決 が 確 定 し た 場

合 を 除 く 。 ） 又 は 公 訴 を 提 起 し な い 処 分

が あ つ た 場 合 で あ つ て 、 次 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 処 分 を 受 け る こ と な く 、 当 該 判

 二  当 該 支 払 差 止 処 分 を 受 け た 者 に つ い

て 、 当 該 支 払 差 止 処 分 の 理 由 と な つ た 起

訴 又 は 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に つ き 、 判 決

が 確 定 し た 場 合 （ 禁 錮
こ

以 上 の 刑 に 処 せ ら

れ た 場 合 及 び 無 罪 の 判 決 が 確 定 し た 場

合 を 除 く 。 ） 又 は 公 訴 を 提 起 し な い 処 分

が あ つ た 場 合 で あ つ て 、 次 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 処 分 を 受 け る こ と な く 、 当 該 判
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決 が 確 定 し た 日 又 は 当 該 公 訴 を 提 起 し

な い 処 分 が あ つ た 日 か ら 六 月 を 経 過 し

た 場 合  

決 が 確 定 し た 日 又 は 当 該 公 訴 を 提 起 し

な い 処 分 が あ つ た 日 か ら 六 月 を 経 過 し

た 場 合  

 三  （ 略 ）  三  （ 略 ）  

６ ～ 1
0  （ 略 ）  ６ ～ 1
0  （ 略 ）  

 （ 退 職 後 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た 場 合

等 の 退 職 手 当 の 支 給 制 限 ）  

（ 退 職 後 禁 錮
こ

以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た 場 合

等 の 退 職 手 当 の 支 給 制 限 ）  

第 十 四 条  退 職 を し た 者 に 対 し ま だ 当 該 退

職 に 係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 が 支 払 わ

れ て い な い 場 合 に お い て 、 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退

職 手 当 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 第

一 号 又 は 第 二 号 に 該 当 す る 場 合 に お い て 、

当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該

一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権

利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 第 十 二 条 第 一 項

に 規 定 す る 事 情 及 び 同 項 各 号 に 規 定 す る

退 職 を し た 場 合 の 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額

と の 権 衡 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当

等 の 全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す

る 処 分 を 行 う こ と が で き る 。  

第 十 四 条  退 職 を し た 者 に 対 し ま だ 当 該 退

職 に 係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 が 支 払 わ

れ て い な い 場 合 に お い て 、 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退

職 手 当 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 （ 第

一 号 又 は 第 二 号 に 該 当 す る 場 合 に お い て 、

当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該

一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権

利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 第 十 二 条 第 一 項

に 規 定 す る 事 情 及 び 同 項 各 号 に 規 定 す る

退 職 を し た 場 合 の 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額

と の 権 衡 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当

等 の 全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す

る 処 分 を 行 う こ と が で き る 。  

 一  当 該 退 職 を し た 者 が 刑 事 事 件 （ 当 該 退

職 後 に 起 訴 を さ れ た 場 合 に あ つ て は 、 基

礎 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に

限 る 。 ） に 関 し 当 該 退 職 後 に 禁 錮 以 上 の

刑 に 処 せ ら れ た と き 。  

一  当 該 退 職 を し た 者 が 刑 事 事 件 （ 当 該 退

職 後 に 起 訴 を さ れ た 場 合 に あ つ て は 、 基

礎 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に

限 る 。 ） に 関 し 当 該 退 職 後 に 禁 錮
こ

以 上 の

刑 に 処 せ ら れ た と き 。  

 二 ・ 三  （ 略 ）   二 ・ 三  （ 略 ）  

２ ～ ６  （ 略 ）  ２ ～ ６  （ 略 ）  

 （ 退 職 を し た 者 の 退 職 手 当 の 返 納 ）   （ 退 職 を し た 者 の 退 職 手 当 の 返 納 ）  

第 十 五 条  退 職 を し た 者 に 対 し 当 該 退 職 に

係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 が 支 払 わ れ た

後 に お い て 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 管 理 機

関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 に 対 し 、 第 十 二 条

第 一 項 に 規 定 す る 事 情 の ほ か 、 当 該 退 職 を

し た 者 の 生 計 の 状 況 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般

の 退 職 手 当 等 の 額 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 当

該 一 般 の 退 職 手 当 等 の 支 給 を 受 け て い な

け れ ば 第 十 条 第 三 項 又 は 第 六 項 の 規 定 に

第 十 五 条  退 職 を し た 者 に 対 し 当 該 退 職 に

係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 が 支 払 わ れ た

後 に お い て 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 管 理 機

関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 に 対 し 、 第 十 二 条

第 一 項 に 規 定 す る 事 情 の ほ か 、 当 該 退 職 を

し た 者 の 生 計 の 状 況 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般

の 退 職 手 当 等 の 額 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 当

該 一 般 の 退 職 手 当 等 の 支 給 を 受 け て い な

け れ ば 第 十 条 第 三 項 又 は 第 六 項 の 規 定 に
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よ る 退 職 手 当 の 支 給 を 受 け る こ と が で き

た 者 （ 次 条 及 び 第 十 七 条 に お い て 「 失 業 手

当 受 給 可 能 者 」 と い う 。 ） で あ つ た 場 合 に

あ つ て は 、 こ れ ら の 規 定 に よ り 算 出 さ れ る

金 額 （ 次 条 及 び 第 十 七 条 に お い て 「 失 業 者

退 職 手 当 額 」 と い う 。 ） を 除 く 。 ） の 全 部

又 は 一 部 の 返 納 を 命 ず る 処 分 を 行 う こ と

が で き る 。  

よ る 退 職 手 当 の 支 給 を 受 け る こ と が で き

た 者 （ 次 条 及 び 第 十 七 条 に お い て 「 失 業 手

当 受 給 可 能 者 」 と い う 。 ） で あ つ た 場 合 に

あ つ て は 、 こ れ ら の 規 定 に よ り 算 出 さ れ る

金 額 （ 次 条 及 び 第 十 七 条 に お い て 「 失 業 者

退 職 手 当 額 」 と い う 。 ） を 除 く 。 ） の 全 部

又 は 一 部 の 返 納 を 命 ず る 処 分 を 行 う こ と

が で き る 。  

 一  当 該 退 職 を し た 者 が 基 礎 在 職 期 間 中

の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し 禁 錮 以 上

の 刑 に 処 せ ら れ た と き 。  

 一  当 該 退 職 を し た 者 が 基 礎 在 職 期 間 中

の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し 禁 錮
こ

以 上

の 刑 に 処 せ ら れ た と き 。  

 二 ・ 三  （ 略 ）   二 ・ 三  （ 略 ）  

２ ～ ６  （ 略 ）  ２ ～ ６  （ 略 ）  

（ 退 職 手 当 受 給 者 の 相 続 人 か ら の 退 職 手

当 相 当 額 の 納 付 ）  

 （ 退 職 手 当 受 給 者 の 相 続 人 か ら の 退 職 手

当 相 当 額 の 納 付 ）  

第 十 七 条  （ 略 ）  第 十 七 条  （ 略 ）  

２ ・ ３  （ 略 ）  ２ ・ ３  （ 略 ）  

４  退 職 手 当 の 受 給 者 が 、 当 該 退 職 の 日 か ら

六 月 以 内 に 基 礎 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る

刑 事 事 件 に 関 し 起 訴 を さ れ た 場 合 に お い

て 、 当 該 刑 事 事 件 に 関 し 禁 錮 以 上 の 刑 に 処

せ ら れ た 後 に お い て 第 十 五 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 処 分 を 受 け る こ と な く 死 亡 し た

と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 管 理 機 関

は 、 当 該 退 職 手 当 の 受 給 者 の 死 亡 の 日 か ら

六 月 以 内 に 限 り 、 当 該 退 職 手 当 の 受 給 者 の

相 続 人 に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 当 該 刑

事 事 件 に 関 し 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た

こ と を 理 由 と し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等

の 額 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 失 業 手 当 受 給 可

能 者 で あ つ た 場 合 に あ つ て は 、 失 業 者 退 職

手 当 額 を 除 く 。 ） の 全 部 又 は 一 部 に 相 当 す

る 額 の 納 付 を 命 ず る 処 分 を 行 う こ と が で

き る 。  

４  退 職 手 当 の 受 給 者 が 、 当 該 退 職 の 日 か ら

六 月 以 内 に 基 礎 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る

刑 事 事 件 に 関 し 起 訴 を さ れ た 場 合 に お い

て 、 当 該 刑 事 事 件 に 関 し 禁 錮
こ

以 上 の 刑 に 処

せ ら れ た 後 に お い て 第 十 五 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 処 分 を 受 け る こ と な く 死 亡 し た

と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 管 理 機 関

は 、 当 該 退 職 手 当 の 受 給 者 の 死 亡 の 日 か ら

六 月 以 内 に 限 り 、 当 該 退 職 手 当 の 受 給 者 の

相 続 人 に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 当 該 刑

事 事 件 に 関 し 禁 錮
こ

以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た

こ と を 理 由 と し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等

の 額 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 失 業 手 当 受 給 可

能 者 で あ つ た 場 合 に あ つ て は 、 失 業 者 退 職

手 当 額 を 除 く 。 ） の 全 部 又 は 一 部 に 相 当 す

る 額 の 納 付 を 命 ず る 処 分 を 行 う こ と が で

き る 。  

５ ～ ８  （ 略 ）  ５ ～ ８  （ 略 ）  

 （ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 二 条  職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  
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改   正   後  改   正   前  
（ 期 末 手 当 ）  （ 期 末 手 当 ）  

第 二 十 一 条  期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二

月 一 日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 一 条 の 三 ま

で 及 び 附 則 第 十 九 項 第 三 号 に お い て こ れ

ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ

在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日 の

属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 （ 次

条 及 び 第 二 十 一 条 の 三 に お い て こ れ ら の

日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ

れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し 、 又 は

死 亡 し た 職 員 （ 第 二 十 六 条 第 七 項 の 規 定 の

適 用 を 受 け る 職 員 及 び 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と

す る 。  

第 二 十 一 条  期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二

月 一 日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 一 条 の 三 ま

で 及 び 附 則 第 十 九 項 第 三 号 に お い て こ れ

ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ

在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日 の

属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 （ 次

条 及 び 第 二 十 一 条 の 三 に お い て こ れ ら の

日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ

れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し 、 若 し

く は 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 法 第 二

十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、 又 は 死

亡 し た 職 員 （ 第 二 十 六 条 第 七 項 の 規 定 の 適

用 を 受 け る 職 員 及 び 人 事 委 員 会 規 則 で 定

め る 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す

る 。  

２ ～ ４  （ 略 ）  ２ ～ ４  （ 略 ）  

５  第 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ

の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員

に あ つ て は 、 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 。

附 則 第 十 九 項 第 三 号 に お い て 同 じ 。 ） に お

い て 職 員 が 受 け る べ き 給 料 の 月 額 及 び 扶

養 手 当 の 月 額 並 び に こ れ ら に 対 す る 地 域

手 当 の 月 額 の 合 計 額 と す る 。  

５  第 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ

の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、

又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職 し 、 若

し く は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 。 附 則

第 十 九 項 第 三 号 に お い て 同 じ 。 ） に お い て

職 員 が 受 け る べ き 給 料 の 月 額 及 び 扶 養 手

当 の 月 額 並 び に こ れ ら に 対 す る 地 域 手 当

の 月 額 の 合 計 額 と す る 。  

６ ・ ７  （ 略 ）  ６ ・ ７  （ 略 ）  

（ 期 末 手 当 の 支 給 制 限 ）  （ 期 末 手 当 の 支 給 制 限 ）  

第 二 十 一 条 の 二  次 の 各 号 の い ず れ か に 該

当 す る 者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 当 該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当

（ 第 四 号 に 掲 げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給

を 一 時 差 し 止 め た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な

い 。  

第 二 十 一 条 の 二  次 の 各 号 の い ず れ か に 該

当 す る 者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 当 該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当

（ 第 四 号 に 掲 げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給

を 一 時 差 し 止 め た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な

い 。  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

二  基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支

給 日 の 前 日 ま で の 間 に 法 第 二 十 八 条 第

四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し た 職 員  

二  基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支

給 日 の 前 日 ま で の 間 に 法 第 二 十 八 条 第

四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し た 職 員 （ 法 第 十

六 条 第 一 号 に 該 当 し て 失 職 し た 職 員 を
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除 く 。 ）  
三  基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら

当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま

で の 間 に 離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る

者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当

該 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮 以 上 の

刑 に 処 せ ら れ た も の  

三  基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら

当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま

で の 間 に 離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る

者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当

該 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮
こ

以 上 の

刑 に 処 せ ら れ た も の  

四  次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の

支 給 を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者

（ 当 該 処 分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ）

で 、 そ の 者 の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑

事 事 件 に 関 し 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

た も の  

四  次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の

支 給 を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者

（ 当 該 処 分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ）

で 、 そ の 者 の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑

事 事 件 に 関 し 禁 錮
こ

以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

た も の  

（ 期 末 手 当 の 支 給 の 一 時 差 止 め ）   （ 期 末 手 当 の 支 給 の 一 時 差 止 め ）  

第 二 十 一 条 の 三  任 命 権 者 は 、 支 給 日 に 期 末

手 当 を 支 給 す る こ と と さ れ て い た 職 員 で

当 該 支 給 日 の 前 日 ま で に 離 職 し た も の が

次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 当

該 期 末 手 当 の 支 給 を 一 時 差 し 止 め る こ と

が で き る 。  

第 二 十 一 条 の 三  任 命 権 者 は 、 支 給 日 に 期 末

手 当 を 支 給 す る こ と と さ れ て い た 職 員 で

当 該 支 給 日 の 前 日 ま で に 離 職 し た も の が

次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 当

該 期 末 手 当 の 支 給 を 一 時 差 し 止 め る こ と

が で き る 。  

 一  離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日 の 前 日 ま

で の 間 に 、 そ の 者 の 在 職 期 間 中 の 行 為 に

係 る 刑 事 事 件 に 関 し て 、 そ の 者 が 起 訴

（ 当 該 起 訴 に 係 る 犯 罪 に つ い て 禁 錮 以

上 の 刑 が 定 め ら れ て い る も の に 限 り 、 刑

事 訴 訟 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 一

号 ） 第 六 編 に 規 定 す る 略 式 手 続 に よ る も

の を 除 く 。 第 三 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ

れ 、 そ の 判 決 が 確 定 し て い な い 場 合  

 一  離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日 の 前 日 ま

で の 間 に 、 そ の 者 の 在 職 期 間 中 の 行 為 に

係 る 刑 事 事 件 に 関 し て 、 そ の 者 が 起 訴

（ 当 該 起 訴 に 係 る 犯 罪 に つ い て 禁 錮
こ

以

上 の 刑 が 定 め ら れ て い る も の に 限 り 、 刑

事 訴 訟 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 一

号 ） 第 六 編 に 規 定 す る 略 式 手 続 に よ る も

の を 除 く 。 第 三 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ

れ 、 そ の 判 決 が 確 定 し て い な い 場 合  

 二  （ 略 ）   二  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

３  任 命 権 者 は 、 一 時 差 止 処 分 に つ い て 、 次

の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る に 至 つ た 場

合 に は 、 速 や か に 当 該 一 時 差 止 処 分 を 取 り

消 さ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 第 三 号 に

該 当 す る 場 合 に お い て 、 一 時 差 止 処 分 を 受

け た 者 が そ の 者 の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係

る 刑 事 事 件 に 関 し 現 に 逮 捕 さ れ て い る と

き そ の 他 こ れ を 取 り 消 す こ と が 一 時 差 止

３  任 命 権 者 は 、 一 時 差 止 処 分 に つ い て 、 次

の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る に 至 つ た 場

合 に は 、 速 や か に 当 該 一 時 差 止 処 分 を 取 り

消 さ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 第 三 号 に

該 当 す る 場 合 に お い て 、 一 時 差 止 処 分 を 受

け た 者 が そ の 者 の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係

る 刑 事 事 件 に 関 し 現 に 逮 捕 さ れ て い る と

き そ の 他 こ れ を 取 り 消 す こ と が 一 時 差 止
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処 分 の 目 的 に 明 ら か に 反 す る と 認 め る と

き は 、 こ の 限 り で な い 。  

処 分 の 目 的 に 明 ら か に 反 す る と 認 め る と

き は 、 こ の 限 り で な い 。  
一  一 時 差 止 処 分 を 受 け た 者 が 当 該 一 時

差 止 処 分 の 理 由 と な つ た 行 為 に 係 る 刑

事 事 件 に 関 し 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

な か つ た 場 合  

 一  一 時 差 止 処 分 を 受 け た 者 が 当 該 一 時

差 止 処 分 の 理 由 と な つ た 行 為 に 係 る 刑

事 事 件 に 関 し 禁 錮
こ

以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

な か つ た 場 合  

二 ・ 三  （ 略 ）   二 ・ 三  （ 略 ）  

４ ～ ６  （ 略 ）  ４ ～ ６  （ 略 ）  

（ 勤 勉 手 当 ）  （ 勤 勉 手 当 ）  

第 二 十 二 条  勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二

月 一 日 （ 以 下 こ の 条 及 び 附 則 第 十 九 項 第 四

号 に お い て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い

う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し 、 そ

の 者 の 任 命 権 者 が 定 め る 期 間 に お け る 人

事 評 価 の 結 果 及 び 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内

の 期 間 に お け る 勤 務 の 状 況 に 応 じ て 、 そ れ

ぞ れ 基 準 日 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 日 に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前

一 箇 月 以 内 に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員

（ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

に つ い て も 、 同 様 と す る 。  

第 二 十 二 条  勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二

月 一 日 （ 以 下 こ の 条 及 び 附 則 第 十 九 項 第 四

号 に お い て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い

う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し 、 そ

の 者 の 任 命 権 者 が 定 め る 期 間 に お け る 人

事 評 価 の 結 果 及 び 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内

の 期 間 に お け る 勤 務 の 状 況 に 応 じ て 、 そ れ

ぞ れ 基 準 日 の 属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 日 に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前

一 箇 月 以 内 に 退 職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条

第 一 号 に 該 当 し て 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の

規 定 に よ り 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員 （ 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） に つ

い て も 、 同 様 と す る 。  

２  勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 任

命 権 者 が 人 事 委 員 会 の 定 め る 基 準 に 従 つ

て 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の

場 合 に お い て 、 任 命 権 者 が 支 給 す る 勤 勉 手

当 の 額 の 、 そ の 者 に 所 属 す る 次 の 各 号 に 掲

げ る 職 員 の 区 分 ご と の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ 当

該 各 号 に 掲 げ る 額 を 超 え て は な ら な い 。  

２  勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 任

命 権 者 が 人 事 委 員 会 の 定 め る 基 準 に 従 つ

て 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ の

場 合 に お い て 、 任 命 権 者 が 支 給 す る 勤 勉 手

当 の 額 の 、 そ の 者 に 所 属 す る 次 の 各 号 に 掲

げ る 職 員 の 区 分 ご と の 総 額 は 、 そ れ ぞ れ 当

該 各 号 に 掲 げ る 額 を 超 え て は な ら な い 。  

 一  前 項 の 職 員 の う ち 次 号 及 び 第 三 号 に

掲 げ る 職 員 以 外 の 職 員  当 該 職 員 の 勤

勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が そ れ ぞ れ そ

の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職

員 に あ つ て は 、 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日

現 在 。 次 項 及 び 附 則 第 十 九 項 第 四 号 に お

い て 同 じ 。 ） に お い て 受 け る べ き 扶 養 手

当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地 域 手 当 の

月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百 分 の 九

 一  前 項 の 職 員 の う ち 次 号 及 び 第 三 号 に

掲 げ る 職 員 以 外 の 職 員  当 該 職 員 の 勤

勉 手 当 基 礎 額 に 当 該 職 員 が そ れ ぞ れ そ

の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、

又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職 し 、

若 し く は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 。

次 項 及 び 附 則 第 十 九 項 第 四 号 に お い て

同 じ 。 ） に お い て 受 け る べ き 扶 養 手 当 の

月 額 及 び こ れ に 対 す る 地 域 手 当 の 月 額
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十 二 ・ 五 （ 特 定 管 理 職 員 に あ つ て は 、 百

分 の 百 十 二 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額  

の 合 計 額 を 加 算 し た 額 に 百 分 の 九 十

二 ・ 五 （ 特 定 管 理 職 員 に あ つ て は 、 百 分

の 百 十 二 ・ 五 ） を 乗 じ て 得 た 額 の 総 額  

 二 ・ 三  （ 略 ）   二 ・ 三  （ 略 ）  

３ ～ ５  （ 略 ）  ３ ～ ５  （ 略 ）  

（ 休 職 者 の 給 与 ）  （ 休 職 者 の 給 与 ）  

第 二 十 六 条  （ 略 ）  第 二 十 六 条  （ 略 ）  

２ ～ ６  （ 略 ）  ２ ～ ６  （ 略 ）  

７  第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職

員 が 、 当 該 各 項 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十

一 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以

内 に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た と き は 、 同 項 の

規 定 に よ り 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 に 、

当 該 各 項 の 例 に よ る 額 の 期 末 手 当 を 支 給

す る こ と が で き る 。 た だ し 、 人 事 委 員 会 規

則 で 定 め る 職 員 に つ い て は 、 こ の 限 り で な

い 。  

７  第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職

員 が 、 当 該 各 項 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十

一 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以

内 に 退 職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条 第 一 号 に

該 当 し て 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ

り 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た と き は 、 同 項 の 規

定 に よ り 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 に 、 当

該 各 項 の 例 に よ る 額 の 期 末 手 当 を 支 給 す

る こ と が で き る 。 た だ し 、 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 職 員 に つ い て は 、 こ の 限 り で な

い 。  

８  （ 略 ）  ８  （ 略 ）  

 （ 職 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 三 条  職 員 等 の 旅 費 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 三 重 県 条 例 第 四 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 旅 費 の 支 給 ）  （ 旅 費 の 支 給 ）  

第 三 条  （ 略 ）  第 三 条  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

３  職 員 が 前 項 第 一 号 の 規 定 に 該 当 す る 場

合 に お い て 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年

法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 十 六 条 各 号 若 し く

は 第 二 十 九 条 各 号 に 掲 げ る 事 由 又 は こ れ

ら に 準 ず る 事 由 に よ り 退 職 等 と な つ た 場

合 に は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の

規 定 に よ る 旅 費 は 支 給 し な い 。  

３  職 員 が 前 項 第 一 号 の 規 定 に 該 当 す る 場

合 に お い て 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年

法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 十 六 条 第 二 号 か ら

第 五 号 ま で 若 し く は 第 二 十 九 条 各 号 に 掲

げ る 事 由 又 は こ れ ら に 準 ず る 事 由 に よ り

退 職 等 と な つ た 場 合 に は 、 前 項 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 同 項 の 規 定 に よ る 旅 費 は 支 給 し

な い 。  

４ ～ ７  （ 略 ）  ４ ～ ７  （ 略 ）  

 （ 会 計 年 度 任 用 職 員 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  
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第 四 条  会 計 年 度 任 用 職 員 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例 （ 令 和 元 年 三 重 県

条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  
次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 期 末 手 当 ）  （ 期 末 手 当 ）  

第 六 条  期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一

日 （ 以 下 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ

在 職 す る 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職

員 を 除 く 。 ） に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日 の

属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 に

支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 月 以 内 に 退

職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則

で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様

と す る 。  

第 六 条  期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一

日 （ 以 下 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ

在 職 す る 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 職

員 を 除 く 。 ） に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日 の

属 す る 月 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 に

支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 月 以 内 に 退

職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し

て 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職

し 、 又 は 死 亡 し た 職 員 （ 人 事 委 員 会 規 則 で

定 め る 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と

す る 。  

２ ～ ４  （ 略 ）  ２ ～ ４  （ 略 ）  

   第 二 章  教 育 委 員 会 関 係  

 （ 公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 五 条  公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 期 末 手 当 ）  （ 期 末 手 当 ）  

第 二 十 三 条  期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二

月 一 日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 三 条 の 三 ま

で 及 び 附 則 第 十 二 項 第 五 号 に お い て こ れ

ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ

在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日 の

属 す る 月 の 規 則 で 定 め る 日 （ 次 条 及 び 第 二

十 三 条 の 三 に お い て こ れ ら の 日 を 「 支 給

日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準

日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職

員 （ 第 三 十 条 第 七 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る

職 員 及 び 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） に つ

い て も 、 同 様 と す る 。  

第 二 十 三 条  期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二

月 一 日 （ 以 下 こ の 条 か ら 第 二 十 三 条 の 三 ま

で 及 び 附 則 第 十 二 項 第 五 号 に お い て こ れ

ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ

在 職 す る 職 員 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日 の

属 す る 月 の 規 則 で 定 め る 日 （ 次 条 及 び 第 二

十 三 条 の 三 に お い て こ れ ら の 日 を 「 支 給

日 」 と い う 。 ） に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準

日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し 、 若 し く は 地 公 法

第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 地 公 法 第 二 十

八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、 又 は 死 亡

し た 職 員 （ 第 三 十 条 第 七 項 の 規 定 の 適 用 を

受 け る 職 員 及 び 規 則 で 定 め る 職 員 を 除
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く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。  
２ ・ ３  （ 略 ）  ２ ・ ３  （ 略 ）  

４  第 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ

の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員

に あ つ て は 、 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 。

附 則 第 十 二 項 第 五 号 に お い て 同 じ 。 ） に お

い て 職 員 が 受 け る べ き 給 料 の 月 額 及 び 扶

養 手 当 の 月 額 並 び に こ れ ら に 対 す る 地 域

手 当 の 月 額 の 合 計 額 と す る 。  

４  第 二 項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ そ

の 基 準 日 現 在 （ 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、

又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職 し 、 若

し く は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 。 附 則

第 十 二 項 第 五 号 に お い て 同 じ 。 ） に お い て

職 員 が 受 け る べ き 給 料 の 月 額 及 び 扶 養 手

当 の 月 額 並 び に こ れ ら に 対 す る 地 域 手 当

の 月 額 の 合 計 額 と す る 。  

５ ・ ６  （ 略 ）  ５ ・ ６  （ 略 ）  

（ 期 末 手 当 の 支 給 制 限 ）  （ 期 末 手 当 の 支 給 制 限 ）  

第 二 十 三 条 の 二  次 の 各 号 の い ず れ か に 該

当 す る 者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 当 該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当

（ 第 四 号 に 掲 げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給

を 一 時 差 し 止 め た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な

い 。  

第 二 十 三 条 の 二  次 の 各 号 の い ず れ か に 該

当 す る 者 に は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ

ら ず 、 当 該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当

（ 第 四 号 に 掲 げ る 者 に あ つ て は 、 そ の 支 給

を 一 時 差 し 止 め た 期 末 手 当 ） は 、 支 給 し な

い 。  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

二  基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支

給 日 の 前 日 ま で の 間 に 地 公 法 第 二 十 八

条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し た 職 員  

二  基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支

給 日 の 前 日 ま で の 間 に 地 公 法 第 二 十 八

条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し た 職 員 （ 地

公 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 失 職 し

た 職 員 を 除 く 。 ）  

三  基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら

当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま

で の 間 に 離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る

者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当

該 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮 以 上 の

刑 に 処 せ ら れ た も の  

三  基 準 日 前 一 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら

当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 給 日 の 前 日 ま

で の 間 に 離 職 し た 職 員 （ 前 二 号 に 掲 げ る

者 を 除 く 。 ） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当

該 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に 禁 錮
こ

以 上 の

刑 に 処 せ ら れ た も の  

四  次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の

支 給 を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者

（ 当 該 処 分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ）

で 、 そ の 者 の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑

事 事 件 に 関 し 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

た も の  

四  次 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の

支 給 を 一 時 差 し 止 め る 処 分 を 受 け た 者

（ 当 該 処 分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。 ）

で 、 そ の 者 の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑

事 事 件 に 関 し 禁 錮
こ

以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

た も の  

（ 期 末 手 当 の 支 給 の 一 時 差 止 め ）  （ 期 末 手 当 の 支 給 の 一 時 差 止 め ）  

第 二 十 三 条 の 三  県 委 員 会 又 は そ の 委 任 を

受 け た 者 は 、 支 給 日 に 期 末 手 当 を 支 給 す る

第 二 十 三 条 の 三  県 委 員 会 又 は そ の 委 任 を

受 け た 者 は 、 支 給 日 に 期 末 手 当 を 支 給 す る
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こ と と さ れ て い た 職 員 で 当 該 支 給 日 の 前

日 ま で に 離 職 し た も の が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 当 該 期 末 手 当 の 支

給 を 一 時 差 し 止 め る こ と が で き る 。  

こ と と さ れ て い た 職 員 で 当 該 支 給 日 の 前

日 ま で に 離 職 し た も の が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 当 該 期 末 手 当 の 支

給 を 一 時 差 し 止 め る こ と が で き る 。  

一  離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日 の 前 日 ま

で の 間 に 、 そ の 者 の 在 職 期 間 中 の 行 為 に

係 る 刑 事 事 件 に 関 し て 、 そ の 者 が 起 訴

（ 当 該 起 訴 に 係 る 犯 罪 に つ い て 禁 錮 以

上 の 刑 が 定 め ら れ て い る も の に 限 り 、 刑

事 訴 訟 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 一

号 ） 第 六 編 に 規 定 す る 略 式 手 続 に よ る も

の を 除 く 。 第 三 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ

れ 、 そ の 判 決 が 確 定 し て い な い 場 合  

一  離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日 の 前 日 ま

で の 間 に 、 そ の 者 の 在 職 期 間 中 の 行 為 に

係 る 刑 事 事 件 に 関 し て 、 そ の 者 が 起 訴

（ 当 該 起 訴 に 係 る 犯 罪 に つ い て 禁 錮
こ

以

上 の 刑 が 定 め ら れ て い る も の に 限 り 、 刑

事 訴 訟 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 一

号 ） 第 六 編 に 規 定 す る 略 式 手 続 に よ る も

の を 除 く 。 第 三 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ

れ 、 そ の 判 決 が 確 定 し て い な い 場 合  

二  （ 略 ）  二  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

３  県 委 員 会 又 は そ の 委 任 を 受 け た 者 は 、 一

時 差 止 処 分 に つ い て 、 次 の 各 号 の い ず れ か

に 該 当 す る に 至 つ た 場 合 に は 、 速 や か に 当

該 一 時 差 止 処 分 を 取 り 消 さ な け れ ば な ら

な い 。 た だ し 、 第 三 号 に 該 当 す る 場 合 に お

い て 、 一 時 差 止 処 分 を 受 け た 者 が そ の 者 の

在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し

現 に 逮 捕 さ れ て い る と き そ の 他 こ れ を 取

り 消 す こ と が 一 時 差 止 処 分 の 目 的 に 明 ら

か に 反 す る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な

い 。  

３  県 委 員 会 又 は そ の 委 任 を 受 け た 者 は 、 一

時 差 止 処 分 に つ い て 、 次 の 各 号 の い ず れ か

に 該 当 す る に 至 つ た 場 合 に は 、 速 や か に 当

該 一 時 差 止 処 分 を 取 り 消 さ な け れ ば な ら

な い 。 た だ し 、 第 三 号 に 該 当 す る 場 合 に お

い て 、 一 時 差 止 処 分 を 受 け た 者 が そ の 者 の

在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し

現 に 逮 捕 さ れ て い る と き そ の 他 こ れ を 取

り 消 す こ と が 一 時 差 止 処 分 の 目 的 に 明 ら

か に 反 す る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な

い 。  

一  一 時 差 止 処 分 を 受 け た 者 が 当 該 一 時

差 止 処 分 の 理 由 と な つ た 行 為 に 係 る 刑

事 事 件 に 関 し 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

な か つ た 場 合  

一  一 時 差 止 処 分 を 受 け た 者 が 当 該 一 時

差 止 処 分 の 理 由 と な つ た 行 為 に 係 る 刑

事 事 件 に 関 し 禁 錮
こ

以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

な か つ た 場 合  

二 ・ 三  （ 略 ）   二 ・ 三  （ 略 ）  

４ ～ ６  （ 略 ）  ４ ～ ６  （ 略 ）  

（ 勤 勉 手 当 ）  （ 勤 勉 手 当 ）  

第 二 十 四 条  勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二

月 一 日 （ 以 下 こ の 条 及 び 附 則 第 十 二 項 第 六

号 に お い て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い

う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し 、 教

育 長 が 定 め る 期 間 に お け る 人 事 評 価 の 結

果 及 び 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お

第 二 十 四 条  勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二

月 一 日 （ 以 下 こ の 条 及 び 附 則 第 十 二 項 第 六

号 に お い て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い

う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職 員 に 対 し 、 教

育 長 が 定 め る 期 間 に お け る 人 事 評 価 の 結

果 及 び 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お
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け る 勤 務 の 状 況 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日

の 属 す る 月 の 規 則 で 定 め る 日 に 支 給 す る 。

こ れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し 、 又

は 死 亡 し た 職 員 （ 規 則 で 定 め る 職 員 を 除

く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。  

け る 勤 務 の 状 況 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日

の 属 す る 月 の 規 則 で 定 め る 日 に 支 給 す る 。

こ れ ら の 基 準 日 前 一 箇 月 以 内 に 退 職 し 、 若

し く は 地 公 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て

地 公 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失

職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員 （ 規 則 で 定 め る 職

員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同 様 と す る 。  

２  勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 規

則 で 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ

の 場 合 に お い て 、 支 給 す る 勤 勉 手 当 の 額

の 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 ご と の 総

額 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 額 を 超 え

て は な ら な い 。  

２  勤 勉 手 当 の 額 は 、 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 、 規

則 で 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 こ

の 場 合 に お い て 、 支 給 す る 勤 勉 手 当 の 額

の 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 ご と の 総

額 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 額 を 超 え

て は な ら な い 。  

一  前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外 の

職 員  当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当

該 職 員 が そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 現 在 （ 退 職

し 、 又 は 死 亡 し た 職 員 に あ つ て は 、 退 職

し 、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 。 次 項 及 び 附 則

第 十 二 項 第 六 号 に お い て 同 じ 。 ） に お い

て 受 け る べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ

に 対 す る 地 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加

算 し た 額 に 百 分 の 九 十 二 ・ 五 を 乗 じ て 得

た 額 の 総 額  

一  前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外 の

職 員  当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額 に 当

該 職 員 が そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 現 在 （ 退 職

し 、 若 し く は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員

に あ つ て は 、 退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、

又 は 死 亡 し た 日 現 在 。 次 項 及 び 附 則 第 十

二 項 第 六 号 に お い て 同 じ 。 ） に お い て 受

け る べ き 扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対

す る 地 域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し

た 額 に 百 分 の 九 十 二 ・ 五 を 乗 じ て 得 た 額

の 総 額  

二  （ 略 ）  二  （ 略 ）  

３ ～ ５  （ 略 ）  ３ ～ ５  （ 略 ）  

（ 休 職 者 の 給 与 ）  （ 休 職 者 の 給 与 ）  

第 三 十 条  （ 略 ）  第 三 十 条  （ 略 ）  

２ ～ ６  （ 略 ）  ２ ～ ６  （ 略 ）  

７  第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職

員 が 、 当 該 各 項 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十

三 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以

内 に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た と き は 、 同 項 の

規 定 に よ り 規 則 で 定 め る 日 に 、 当 該 各 項 の

例 に よ る 額 の 期 末 手 当 を 支 給 す る こ と が

で き る 。 た だ し 、 規 則 で 定 め る 職 員 に つ い

て は 、 こ の 限 り で な い 。  

７  第 二 項 、 第 三 項 又 は 第 五 項 に 規 定 す る 職

員 が 、 当 該 各 項 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 二 十

三 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 日 前 一 箇 月 以

内 に 退 職 し 、 若 し く は 地 公 法 第 十 六 条 第 一

号 に 該 当 し て 地 公 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の

規 定 に よ り 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た と き は 、

同 項 の 規 定 に よ り 規 則 で 定 め る 日 に 、 当 該

各 項 の 例 に よ る 額 の 期 末 手 当 を 支 給 す る

こ と が で き る 。 た だ し 、 規 則 で 定 め る 職 員

に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

令和元年10月25日 三　重　県　公　報 号　　外

30



８  （ 略 ）  ８  （ 略 ）  

 （ 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 六 条  公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職

手 当 の 支 給 制 限 ）  

（ 懲 戒 免 職 等 処 分 を 受 け た 場 合 等 の 退 職

手 当 の 支 給 制 限 ）  

第 十 二 条  退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と き は 、 県 委 員 会 は 、 当 該

退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し

た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 一 般 の 退 職 手 当

等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ）

に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 占 め て い た 職

の 職 務 及 び 責 任 、 当 該 退 職 を し た 者 の 勤 務

の 状 況 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の

内 容 及 び 程 度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、 当

該 非 違 後 に お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言

動 、 当 該 非 違 が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の

程 度 並 び に 当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼

に 及 ぼ す 影 響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職

手 当 等 の 全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と

と す る 処 分 を 行 う こ と が で き る 。  

第 十 二 条  退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と き は 、 県 委 員 会 は 、 当 該

退 職 を し た 者 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡 し

た と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 一 般 の 退 職 手 当

等 の 額 の 支 払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ）

に 対 し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 占 め て い た 職

の 職 務 及 び 責 任 、 当 該 退 職 を し た 者 の 勤 務

の 状 況 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 つ た 非 違 の

内 容 及 び 程 度 、 当 該 非 違 に 至 つ た 経 緯 、 当

該 非 違 後 に お け る 当 該 退 職 を し た 者 の 言

動 、 当 該 非 違 が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の

程 度 並 び に 当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼

に 及 ぼ す 影 響 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職

手 当 等 の 全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と

と す る 処 分 を 行 う こ と が で き る 。  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

二  地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規

定 に よ る 失 職 又 は こ れ に 準 ず る 退 職 を

し た 者  

二  地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規

定 に よ る 失 職 （ 同 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該

当 す る 場 合 を 除 く 。 ） 又 は こ れ に 準 ず る

退 職 を し た 者  

２ ・ ３  （ 略 ）  ２ ・ ３  （ 略 ）  

 （ 退 職 手 当 の 支 払 の 差 止 め ）   （ 退 職 手 当 の 支 払 の 差 止 め ）  

第 十 三 条  退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と き は 、 県 委 員 会 は 、 当 該

退 職 を し た 者 に 対 し 、 当 該 退 職 に 係 る 一 般

の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 差 し 止 め る 処

分 を 行 う も の と す る 。  

第 十 三 条  退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と き は 、 県 委 員 会 は 、 当 該

退 職 を し た 者 に 対 し 、 当 該 退 職 に 係 る 一 般

の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 差 し 止 め る 処

分 を 行 う も の と す る 。  

 一  職 員 が 刑 事 事 件 に 関 し 起 訴 （ 当 該 起 訴

に 係 る 犯 罪 に つ い て 禁 錮 以 上 の 刑 が 定

め ら れ て い る も の に 限 り 、 刑 事 訴 訟 法

 一  職 員 が 刑 事 事 件 に 関 し 起 訴 （ 当 該 起 訴

に 係 る 犯 罪 に つ い て 禁 錮
こ

以 上 の 刑 が 定

め ら れ て い る も の に 限 り 、 刑 事 訴 訟 法
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（ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 一 号 ） 第 六

編 に 規 定 す る 略 式 手 続 に よ る も の を 除

く 。 以 下 同 じ 。 ） を さ れ た 場 合 に お い て 、

そ の 判 決 の 確 定 前 に 退 職 を し た と き 。  

（ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 一 号 ） 第 六

編 に 規 定 す る 略 式 手 続 に よ る も の を 除

く 。 以 下 同 じ 。 ） を さ れ た 場 合 に お い て 、

そ の 判 決 の 確 定 前 に 退 職 を し た と き 。  

 二  （ 略 ）   二  （ 略 ）  

２ ～ ４  （ 略 ）  ２ ～ ４  （ 略 ）  

５  県 委 員 会 は 、 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に

よ る 支 払 差 止 処 分 を 行 つ た 後 、 次 の 各 号 の

い ず れ か に 該 当 す る に 至 つ た 場 合 に は 、 速

や か に 当 該 支 払 差 止 処 分 を 取 り 消 さ な け

れ ば な ら な い 。 た だ し 、 第 三 号 に 該 当 す る

場 合 に お い て 、 当 該 支 払 差 止 処 分 を 受 け た

者 が そ の 者 の 基 礎 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係

る 刑 事 事 件 に 関 し 現 に 逮 捕 さ れ て い る と

き そ の 他 こ れ を 取 り 消 す こ と が 支 払 差 止

処 分 の 目 的 に 明 ら か に 反 す る と 認 め る と

き は 、 こ の 限 り で な い 。  

５  県 委 員 会 は 、 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に

よ る 支 払 差 止 処 分 を 行 つ た 後 、 次 の 各 号 の

い ず れ か に 該 当 す る に 至 つ た 場 合 に は 、 速

や か に 当 該 支 払 差 止 処 分 を 取 り 消 さ な け

れ ば な ら な い 。 た だ し 、 第 三 号 に 該 当 す る

場 合 に お い て 、 当 該 支 払 差 止 処 分 を 受 け た

者 が そ の 者 の 基 礎 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係

る 刑 事 事 件 に 関 し 現 に 逮 捕 さ れ て い る と

き そ の 他 こ れ を 取 り 消 す こ と が 支 払 差 止

処 分 の 目 的 に 明 ら か に 反 す る と 認 め る と

き は 、 こ の 限 り で な い 。  

 一  （ 略 ）   一  （ 略 ）  

二  当 該 支 払 差 止 処 分 を 受 け た 者 に つ い

て 、 当 該 支 払 差 止 処 分 の 理 由 と な つ た 起

訴 又 は 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に つ き 、 判 決

が 確 定 し た 場 合 （ 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら

れ た 場 合 及 び 無 罪 の 判 決 が 確 定 し た 場

合 を 除 く 。 ） 又 は 公 訴 を 提 起 し な い 処 分

が あ つ た 場 合 で あ つ て 、 次 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 処 分 を 受 け る こ と な く 、 当 該 判

決 が 確 定 し た 日 又 は 当 該 公 訴 を 提 起 し

な い 処 分 が あ つ た 日 か ら 六 月 を 経 過 し

た 場 合  

二  当 該 支 払 差 止 処 分 を 受 け た 者 に つ い

て 、 当 該 支 払 差 止 処 分 の 理 由 と な つ た 起

訴 又 は 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に つ き 、 判 決

が 確 定 し た 場 合 （ 禁 錮
こ

以 上 の 刑 に 処 せ ら

れ た 場 合 及 び 無 罪 の 判 決 が 確 定 し た 場

合 を 除 く 。 ） 又 は 公 訴 を 提 起 し な い 処 分

が あ つ た 場 合 で あ つ て 、 次 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 処 分 を 受 け る こ と な く 、 当 該 判

決 が 確 定 し た 日 又 は 当 該 公 訴 を 提 起 し

な い 処 分 が あ つ た 日 か ら 六 月 を 経 過 し

た 場 合  

 三  （ 略 ）   三  （ 略 ）  

６ ～ 1
0  （ 略 ）  ６ ～ 1
0  （ 略 ）  

（ 退 職 後 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た 場 合

等 の 退 職 手 当 の 支 給 制 限 ）  

（ 退 職 後 禁 錮
こ

以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た 場 合

等 の 退 職 手 当 の 支 給 制 限 ）  

第 十 四 条  退 職 を し た 者 に 対 し ま だ 当 該 退

職 に 係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 が 支 払 わ

れ て い な い 場 合 に お い て 、 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と き は 、 県 委 員 会 は 、 当 該

退 職 を し た 者 （ 第 一 号 又 は 第 二 号 に 該 当 す

る 場 合 に お い て 、 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡

第 十 四 条  退 職 を し た 者 に 対 し ま だ 当 該 退

職 に 係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 が 支 払 わ

れ て い な い 場 合 に お い て 、 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と き は 、 県 委 員 会 は 、 当 該

退 職 を し た 者 （ 第 一 号 又 は 第 二 号 に 該 当 す

る 場 合 に お い て 、 当 該 退 職 を し た 者 が 死 亡
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し た と き は 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 の

支 払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、

第 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 事 情 及 び 同 項

各 号 に 規 定 す る 退 職 を し た 場 合 の 一 般 の

退 職 手 当 等 の 額 と の 権 衡 を 勘 案 し て 、 当 該

一 般 の 退 職 手 当 等 の 全 部 又 は 一 部 を 支 給

し な い こ と と す る 処 分 を 行 う こ と が で き

る 。  

し た と き は 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 の

支 払 を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、

第 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 事 情 及 び 同 項

各 号 に 規 定 す る 退 職 を し た 場 合 の 一 般 の

退 職 手 当 等 の 額 と の 権 衡 を 勘 案 し て 、 当 該

一 般 の 退 職 手 当 等 の 全 部 又 は 一 部 を 支 給

し な い こ と と す る 処 分 を 行 う こ と が で き

る 。  

 一  当 該 退 職 を し た 者 が 刑 事 事 件 （ 当 該

退 職 後 に 起 訴 を さ れ た 場 合 に あ つ て

は 、 基 礎 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事

事 件 に 限 る 。 ） に 関 し 当 該 退 職 後 に 禁

錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た と き 。  

 一  当 該 退 職 を し た 者 が 刑 事 事 件 （ 当 該

退 職 後 に 起 訴 を さ れ た 場 合 に あ つ て

は 、 基 礎 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事

事 件 に 限 る 。 ） に 関 し 当 該 退 職 後 に 禁

錮
こ

以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た と き 。  

 二 ・ 三  （ 略 ）   二 ・ 三  （ 略 ）  

２ ～ ６  （ 略 ）  ２ ～ ６  （ 略 ）  

 （ 退 職 を し た 者 の 退 職 手 当 の 返 納 ）   （ 退 職 を し た 者 の 退 職 手 当 の 返 納 ）  

第 十 五 条  退 職 を し た 者 に 対 し 当 該 退 職 に

係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 が 支 払 わ れ た

後 に お い て 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る と き は 、 県 委 員 会 は 、 当 該 退 職 を し た 者

に 対 し 、 第 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 事 情 の

ほ か 、 当 該 退 職 を し た 者 の 生 計 の 状 況 を 勘

案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 （ 当 該

退 職 を し た 者 が 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の

支 給 を 受 け て い な け れ ば 第 十 条 第 三 項 又

は 第 六 項 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 の 支 給 を

受 け る こ と が で き た 者 （ 次 条 及 び 第 十 七 条

に お い て 「 失 業 手 当 受 給 可 能 者 」 と い う 。 ）

で あ つ た 場 合 に あ つ て は 、 こ れ ら の 規 定 に

よ り 算 出 さ れ る 金 額 （ 次 条 及 び 第 十 七 条 に

お い て 「 失 業 者 退 職 手 当 額 」 と い う 。 ） を

除 く 。 ） の 全 部 又 は 一 部 の 返 納 を 命 ず る 処

分 を 行 う こ と が で き る 。  

第 十 五 条  退 職 を し た 者 に 対 し 当 該 退 職 に

係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 が 支 払 わ れ た

後 に お い て 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る と き は 、 県 委 員 会 は 、 当 該 退 職 を し た 者

に 対 し 、 第 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 事 情 の

ほ か 、 当 該 退 職 を し た 者 の 生 計 の 状 況 を 勘

案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 （ 当 該

退 職 を し た 者 が 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の

支 給 を 受 け て い な け れ ば 第 十 条 第 三 項 又

は 第 六 項 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 の 支 給 を

受 け る こ と が で き た 者 （ 次 条 及 び 第 十 七 条

に お い て 「 失 業 手 当 受 給 可 能 者 」 と い う 。 ）

で あ つ た 場 合 に あ つ て は 、 こ れ ら の 規 定 に

よ り 算 出 さ れ る 金 額 （ 次 条 及 び 第 十 七 条 に

お い て 「 失 業 者 退 職 手 当 額 」 と い う 。 ） を

除 く 。 ） の 全 部 又 は 一 部 の 返 納 を 命 ず る 処

分 を 行 う こ と が で き る 。  

 一  当 該 退 職 を し た 者 が 基 礎 在 職 期 間 中

の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し 禁 錮 以 上

の 刑 に 処 せ ら れ た と き 。  

 一  当 該 退 職 を し た 者 が 基 礎 在 職 期 間 中

の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し 禁 錮
こ

以 上

の 刑 に 処 せ ら れ た と き 。  

 二 ・ 三  （ 略 ）   二 ・ 三  （ 略 ）  

２ ～ ６  （ 略 ）  ２ ～ ６  （ 略 ）  

（ 退 職 手 当 受 給 者 の 相 続 人 か ら の 退 職 手 （ 退 職 手 当 受 給 者 の 相 続 人 か ら の 退 職 手
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当 相 当 額 の 納 付 ）  当 相 当 額 の 納 付 ）  
第 十 七 条  （ 略 ）  第 十 七 条  （ 略 ）  

２ ・ ３  （ 略 ）  ２ ・ ３  （ 略 ）  

４  退 職 手 当 の 受 給 者 が 、 当 該 退 職 の 日 か ら

六 月 以 内 に 基 礎 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る

刑 事 事 件 に 関 し 起 訴 を さ れ た 場 合 に お い

て 、 当 該 刑 事 事 件 に 関 し 禁 錮 以 上 の 刑 に 処

せ ら れ た 後 に お い て 第 十 五 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 処 分 を 受 け る こ と な く 死 亡 し た

と き は 、 県 委 員 会 は 、 当 該 退 職 手 当 の 受 給

者 の 死 亡 の 日 か ら 六 月 以 内 に 限 り 、 当 該 退

職 手 当 の 受 給 者 の 相 続 人 に 対 し 、 当 該 退 職

を し た 者 が 当 該 刑 事 事 件 に 関 し 禁 錮 以 上

の 刑 に 処 せ ら れ た こ と を 理 由 と し て 、 当 該

一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 （ 当 該 退 職 を し た 者

が 失 業 手 当 受 給 可 能 者 で あ つ た 場 合 に あ

つ て は 、 失 業 者 退 職 手 当 額 を 除 く 。 ） の 全

部 又 は 一 部 に 相 当 す る 額 の 納 付 を 命 ず る

処 分 を 行 う こ と が で き る 。  

４  退 職 手 当 の 受 給 者 が 、 当 該 退 職 の 日 か ら

六 月 以 内 に 基 礎 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る

刑 事 事 件 に 関 し 起 訴 を さ れ た 場 合 に お い

て 、 当 該 刑 事 事 件 に 関 し 禁 錮
こ

以 上 の 刑 に 処

せ ら れ た 後 に お い て 第 十 五 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 処 分 を 受 け る こ と な く 死 亡 し た

と き は 、 県 委 員 会 は 、 当 該 退 職 手 当 の 受 給

者 の 死 亡 の 日 か ら 六 月 以 内 に 限 り 、 当 該 退

職 手 当 の 受 給 者 の 相 続 人 に 対 し 、 当 該 退 職

を し た 者 が 当 該 刑 事 事 件 に 関 し 禁 錮
こ

以 上

の 刑 に 処 せ ら れ た こ と を 理 由 と し て 、 当 該

一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 （ 当 該 退 職 を し た 者

が 失 業 手 当 受 給 可 能 者 で あ つ た 場 合 に あ

つ て は 、 失 業 者 退 職 手 当 額 を 除 く 。 ） の 全

部 又 は 一 部 に 相 当 す る 額 の 納 付 を 命 ず る

処 分 を 行 う こ と が で き る 。  

５ ～ ８  （ 略 ）  ５ ～ ８  （ 略 ）  

（ 公 立 学 校 の 会 計 年 度 任 用 職 員 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改

正 ）  

第 七 条  公 立 学 校 の 会 計 年 度 任 用 職 員 の 報 酬 、 費 用 弁 償 及 び 期 末 手 当 に 関 す る 条 例 （ 令 和

元 年 三 重 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 期 末 手 当 ）  

第 六 条  期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一

日 （ 以 下 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ

在 職 す る 職 員 （ 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日 の 属 す る 月 の 規

則 で 定 め る 日 に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日

前 一 月 以 内 に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員

（ 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、

同 様 と す る 。  

 

 

２ ～ ４  （ 略 ）  

（ 期 末 手 当 ）  

第 六 条  期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月 一

日 （ 以 下 「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ

在 職 す る 職 員 （ 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ）

に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 基 準 日 の 属 す る 月 の 規

則 で 定 め る 日 に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日

前 一 月 以 内 に 退 職 し 、 若 し く は 法 第 十 六 条

第 一 号 に 該 当 し て 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の

規 定 に よ り 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員 （ 規

則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） に つ い て も 、 同

様 と す る 。  

２ ～ ４  （ 略 ）  
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   第 三 章  企 業 庁 関 係  

 （ 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 八 条  企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第

六 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 期 末 手 当 ）  （ 期 末 手 当 ）  

第 十 五 条  期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月

一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を

「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る

職 員 の 在 職 期 間 に 応 じ て 、 基 準 日 の 属 す る

月 の 管 理 者 が 定 め る 日 に 支 給 す る 。 こ れ ら

の 基 準 日 前 一 月 以 内 に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し

た 職 員 で 管 理 者 が 定 め る も の に つ い て も

同 様 と す る 。  

第 十 五 条  期 末 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月

一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を

「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る

職 員 の 在 職 期 間 に 応 じ て 、 基 準 日 の 属 す る

月 の 管 理 者 が 定 め る 日 に 支 給 す る 。 こ れ ら

の 基 準 日 前 一 月 以 内 に 退 職 し 、 若 し く は 地

方 公 務 員 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該 当 し て 同

法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 失 職 し 、

又 は 死 亡 し た 職 員 で 管 理 者 が 定 め る も の

に つ い て も 同 様 と す る 。  

（ 勤 勉 手 当 ）  （ 勤 勉 手 当 ）  

第 十 六 条  勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月

一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を

「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る

職 員 に 対 し 、 管 理 者 が 別 に 定 め る 期 間 に お

け る 人 事 評 価 の 結 果 及 び 基 準 日 以 前 六 箇

月 以 内 の 期 間 に お け る 勤 務 の 状 況 に 応 じ 、

か つ 、 企 業 の 経 営 状 況 そ の 他 の 事 情 を 考 慮

し て 、 基 準 日 の 属 す る 月 の 管 理 者 が 定 め る

日 に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 月 以 内

に 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員 で 管 理 者 が 定

め る も の に つ い て も 同 様 と す る 。  

第 十 六 条  勤 勉 手 当 は 、 六 月 一 日 及 び 十 二 月

一 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を

「 基 準 日 」 と い う 。 ） に そ れ ぞ れ 在 職 す る

職 員 に 対 し 、 管 理 者 が 別 に 定 め る 期 間 に お

け る 人 事 評 価 の 結 果 及 び 基 準 日 以 前 六 箇

月 以 内 の 期 間 に お け る 勤 務 の 状 況 に 応 じ 、

か つ 、 企 業 の 経 営 状 況 そ の 他 の 事 情 を 考 慮

し て 、 基 準 日 の 属 す る 月 の 管 理 者 が 定 め る

日 に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 一 月 以 内

に 退 職 し 、 若 し く は 地 方 公 務 員 法 第 十 六 条

第 一 号 に 該 当 し て 同 法 第 二 十 八 条 第 四 項

の 規 定 に よ り 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 職 員 で

管 理 者 が 定 め る も の に つ い て も 同 様 と す

る 。  

（ 退 職 手 当 ）  （ 退 職 手 当 ）  

第 十 七 条  （ 略 ）  第 十 七 条  （ 略 ）  

２  退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る と き は 、 管 理 者 は 、 当 該 退 職 を

し た 者 に 対 し 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当

の 全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る

２  退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る と き は 、 管 理 者 は 、 当 該 退 職 を

し た 者 に 対 し 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当

の 全 部 又 は 一 部 を 支 給 し な い こ と と す る
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こ と が で き る 。  こ と が で き る 。  
一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

二  地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規

定 に よ り 失 職 し た 者  

二  地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 第 四 項 の 規

定 に よ り 失 職 （ 同 法 第 十 六 条 第 一 号 に 該

当 す る 場 合 を 除 く 。 ） し た 者  

三  （ 略 ）  三  （ 略 ）  

３ ～ 1
3  （ 略 ）  ３ ～ 1
3  （ 略 ）  

附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 元 年 十 二 月 十 四 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 四 条 及 び 第 七 条 の 規 定 は 、

令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  
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 三 重 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 元 年 十 月 二 十 五 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 十 九 号  

   三 重 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 三 重 県 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

別 表 第 一 （ 第 二 条 関 係 ）  別 表 第 一 （ 第 二 条 関 係 ）  

 

項  

手 数 料 を 徴

収 す る 事 務  

手 数 料 の

名 称  

手 数 料 の

金 額  

  

項  

手 数 料 を 徴

収 す る 事 務  

手 数 料 の

名 称  

手 数 料 の

金 額  

 

 一 ～

三 百

五 十

五 の

十 四  

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）    一 ～

三 百

五 十

五 の

十 四  

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

 三 百

五 十

五 の

十 五  

建 築 物 の エ

ネ ル ギ ー 消

費 性 能 の 向

上 に 関 す る

法 律 （ 以 下 こ

の 項 に お い

て 「 法 」 と い

う 。 ） 第 二 十

九 条 第 一 項

の 規 定 に 基

づ く 建 築 物

エ ネ ル ギ ー

消 費 性 能 向

上 計 画 の 認

定 の 申 請 に

対 す る 審 査  

建 築 物 エ

ネ ル ギ ー

消 費 性 能

向 上 計 画

認 定 申 請

手 数 料  

別 表 第 二

十 四 に 定

め る 一 棟

当 た り の

金 額 （ 法 第

二 十 九 条

第 三 項 に

規 定 す る

申 請 建 築

物 が 次 に

掲 げ る 場

合 に 該 当

す る 場 合

に あ っ て

は 、 そ れ ぞ

れ 次 に 定

め る 金 額

を 加 算 し

た 金 額 ） を

合 算 し て

得 た 額  

  三 百

五 十

五 の

十 五  

建 築 物 の エ

ネ ル ギ ー 消

費 性 能 の 向

上 に 関 す る

法 律 第 二 十

九 条 第 一 項

の 規 定 に 基

づ く 建 築 物

エ ネ ル ギ ー

消 費 性 能 向

上 計 画 の 認

定 の 申 請 に

対 す る 審 査  

建 築 物 エ

ネ ル ギ ー

消 費 性 能

向 上 計 画

認 定 申 請

手 数 料  

別 表 第 二

十 四 に 定

め る 金 額

（ 建 築 物

の エ ネ ル

ギ ー 消 費

性 能 の 向

上 に 関 す

る 法 律 第

三 十 条 第

二 項 の 規

定 に よ る

申 出 が あ

る 場 合 に

は 、 別 表 第

十 一 に 定

め る 金 額

（ 申 請 に

係 る 建 築

物 が 建 築

基 準 法 第  
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    イ  法 第

三 十 条

第 二 項

の 規 定

に よ る

申 出 が

あ る 場

合  別

表 第 十

一 に 定

め る 金

額  

ロ  イ の

申 出 に

係 る 申

請 建 築

物 が 建

築 基 準

法 第 六

条 の 三

第 一 項

た だ し

書 の 特

定 構 造

計 算 基

準 又 は

特 定 増

改 築 構

造 計 算

基 準 に

適 合 す

る か ど

う か を

同 項 た

だ し 書

の 建 築

主 事 が

審 査 を

す る 場  

     六 条 の 三

第 一 項 た

だ し 書 の

特 定 構 造

計 算 基 準

又 は 特 定

増 改 築 構

造 計 算 基

準 に 適 合

す る か ど

う か を 同

項 た だ し

書 の 建 築

主 事 が 審

査 を す る

場 合 に あ

っ て は 、 建

築 物 ご と

に 、 別 表 第

十 四 第 一

号 に 定 め

る 金 額 を

加 算 し た

金 額 ） を 加

算 し た 金

額 ）  
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    合 ＿ 別

表 第 十

四 第 一

号 に 定

め る 金

額  

      
 

 三 百

五 十

五 の

十 六  

建 築 物 の エ

ネ ル ギ ー 消

費 性 能 の 向

上 に 関 す る

法 律 （ 以 下 こ

の 項 に お い

て 「 法 」 と い

う 。 ） 第 三 十

一 条 第 一 項

の 規 定 に 基

づ く 建 築 物

エ ネ ル ギ ー

消 費 性 能 向

上 計 画 の 変

更 の 認 定 の

申 請 に 対 す

る 審 査  

建 築 物 エ

ネ ル ギ ー

消 費 性 能

向 上 計 画

変 更 認 定

申 請 手 数

料  

変 更 す る

建 築 物 に

つ い て 、 別

表 第 二 十

五 （ 新 た に

加 え る 建

築 物 に つ

い て は 、 別

表 第 二 十

四 ） に 定 め

る 一 棟 当

た り の 金

額 （ 法 第 二

十 九 条 第

三 項 に 規

定 す る 申

請 建 築 物

が 次 に 掲

げ る 場 合

に 該 当 す

る 場 合 に

あ っ て は 、

そ れ ぞ れ

次 に 定 め

る 金 額 を

加 算 し た

金 額 ） を 合

算 し て 得

た 額  

イ  法 第     

三 十 一

条 第 二

項 に お  

  三 百

五 十

五 の

十 六  

建 築 物 の エ

ネ ル ギ ー 消

費 性 能 の 向

上 に 関 す る

法 律 第 三 十

一 条 第 一 項

の 規 定 に 基

づ く 建 築 物

エ ネ ル ギ ー

消 費 性 能 向

上 計 画 の 変

更 の 認 定 の

申 請 に 対 す

る 審 査  
建 築 物 エ

ネ ル ギ ー

消 費 性 能

向 上 計 画

変 更 認 定

申 請 手 数

料  

別 表 第 二

十 五 に 定

め る 金 額

（ 建 築 物

の エ ネ ル

ギ ー 消 費

性 能 の 向

上 に 関 す

る 法 律 第

三 十 一 条

第 二 項 に

お い て 準

用 す る 同

法 第 三 十

条 第 二 項

の 規 定 に

よ る 申 出

が あ る 場

合 に は 、 別

表 第 十 一

に 定 め る

金 額 （ 申 請

に 係 る 建

築 物 が 建

築 基 準 法

第 六 条 の

三 第 一 項

た だ し 書

の 特 定 構

造 計 算 基

準 又 は 特

定 増 改 築

構 造 計 算  
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    い て 準

用 す る

法 第 三

十 条 第

二 項 の

規 定 に

よ る 申

出 が あ

る 場 合  

＿ 別 表

第 十 一

に 定 め

る 金 額  

ロ  イ の

申 出 に

係 る 申

請 建 築

物 が 建

築 基 準

法 第 六

条 の 三

第 一 項

た だ し

書 の 特

定 構 造

計 算 基

準 又 は

特 定 増

改 築 構

造 計 算

基 準 に

適 合 す

る か ど

う か を

同 項 た

だ し 書

の 建 築

主 事 が

審 査 を  

     基 準 に 適

合 す る か

ど う か を

同 項 た だ

し 書 の 建

築 主 事 が

審 査 を す

る 場 合 に

あ っ て は 、

建 築 物 ご

と に 、 別 表

第 十 四 第

一 号 に 定

め る 金 額

を 加 算 し

た 金 額 ） を

加 算 し た

金 額 ）  
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    す る 場

合 ＿ 別

表 第 十

四 第 一

号 に 定

め る 金

額  

      
 

 三 百

五 十

五 の

十 七

～ 三

百 六

十 四  

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）    三 百

五 十

五 の

十 七

～ 三

百 六

十 四  

（ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

 備 考  （ 略 ）    備 考  （ 略 ）   

別 表 第 二 十 四 （ 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能

の 向 上 に 関 す る 法 律 に 基 づ く

建 築 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 向

上 計 画 認 定 申 請 手 数 料 ）  

別 表 第 二 十 四 （ 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能

の 向 上 に 関 す る 法 律 に 基 づ く

建 築 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 向

上 計 画 認 定 申 請 手 数 料 ）  

一  住 宅 の 場 合  一  住 宅 の 場 合  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区   分  

一 棟 当 た り の 手 数 料

の 金 額  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区   分  

一 件 当 た り の 手 数 料

の 金 額  

 

 申 請 に 係 る

建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費

性 能 向 上 計

画 が 、 建 築

物 の エ ネ ル

ギ ー 消 費 性

能 の 向 上 に

関 す る 法 律

第 三 十 条 第

一 項 各 号 に

掲 げ る 基 準

又 は こ れ と

同 等 の 基 準

に 適 合 す る

も の と し て

知 事 が 別 に  

そ の 他 の

場 合  

  申 請 に 係 る

建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費

性 能 向 上 計

画 が 、 建 築

物 の エ ネ ル

ギ ー 消 費 性

能 の 向 上 に

関 す る 法 律

第 三 十 条 第

一 項 各 号 に

掲 げ る 基 準

又 は こ れ と

同 等 の 基 準

に 適 合 す る

も の と し て

知 事 が 別 に  

そ の 他 の

場 合  
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 定 め る 方 法

に よ り 技 術

的 審 査 を 受

け た も の で

あ る 場 合  

    定 め る 方 法

に よ り 技 術

的 審 査 を 受

け た も の で

あ る 場 合  

  

 （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

 共 同

住 宅

等  

住 戸

部 分  

申 請 戸

数 が 一

戸 の も

の  

五 千 円  三 万 六 千

八 百 円  

  共 同

住 宅

等  

住 戸

部 分  

一 棟 の

申 請 戸

数 が 一

戸 の も

の  

五 千 円  三 万 六 千

八 百 円  

 

 申 請 戸

数 が 一

戸 を 超

え 五 戸

以 下 の

も の  

一 万 百 円  七 万 四 千

五 百 円  

  一 棟 の

申 請 戸

数 が 一

戸 を 超

え 五 戸

以 下 の

も の  

一 万 百 円  七 万 四 千

五 百 円  

 

     申 請 戸

数 が 五

戸 を 超

え 十 戸

以 下 の

も の  

一 万 七 千 三

百 円  

十 万 四 千

八 百 円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 五

戸 を 超

え 十 戸

以 下 の

も の  

一 万 七 千 三

百 円  

十 万 四 千

八 百 円  

 

     申 請 戸

数 が 十

戸 を 超

え 二 十

五 戸 以

下 の も

の  

二 万 八 千 九

百 円  

十 四 万 七

千 五 百 円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 十

戸 を 超

え 二 十

五 戸 以

下 の も

の  

二 万 八 千 九

百 円  

十 四 万 七

千 五 百 円  

 

     申 請 戸

数 が 二

十 五 戸

を 超 え

五 十 戸

以 下 の  

四 万 八 千 四

百 円  

二 十 一 万

千 九 百 円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 二

十 五 戸

を 超 え

五 十 戸  

四 万 八 千 四

百 円  

二 十 一 万

千 九 百 円  
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   も の        以 下 の

も の  

  
 

     申 請 戸

数 が 五

十 戸 を

超 え 百

戸 以 下

の も の  

八 万 六 千 八

百 円  

三 十 万 三

千 八 百 円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 五

十 戸 を

超 え 百

戸 以 下

の も の  

八 万 六 千 八

百 円  

三 十 万 三

千 八 百 円  

 

     申 請 戸

数 が 百

戸 を 超

え 二 百

戸 以 下

の も の  

十 三 万 七 千

四 百 円  

四 十 一 万

千 五 百 円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 百

戸 を 超

え 二 百

戸 以 下

の も の  

十 三 万 七 千

四 百 円  

四 十 一 万

千 五 百 円  

 

     申 請 戸

数 が 二

百 戸 を

超 え 三

百 戸 以

下 の も

の  

十 七 万 三 千

六 百 円  

五 十 三 万

九 千 六 百

円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 二

百 戸 を

超 え 三

百 戸 以

下 の も

の  

十 七 万 三 千

六 百 円  

五 十 三 万

九 千 六 百

円  

 

     申 請 戸

数 が 三

百 戸 を

超 え る

も の  

十 八 万 五 千

百 円  

六 十 三 万

三 千 六 百

円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 三

百 戸 を

超 え る

も の  

十 八 万 五 千

百 円  

六 十 三 万

三 千 六 百

円  

 

   （ 略 ） （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）     （ 略 ） （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

 備 考  （ 略 ）    備 考  （ 略 ）   

二  非 住 宅 建 築 物 の 場 合  二  非 住 宅 建 築 物 の 場 合  

 

 

 

 

 

一 棟 当 た り の 手 数 料 の 金

額  

  

 

 

 

 

一 件 当 た り の 手 数 料 の 金

額  

 

 申 請 に

係 る 建

築 物 エ

ネ ル ギ  

そ の 他 の 場 合    申 請 に

係 る 建

築 物 エ

ネ ル ギ  

そ の 他 の 場 合   

 申 請 に

係 る 建

築 物 エ  

上 記 以 外

の 評 価 方

法 に よ り  

  申 請 に

係 る 建

築 物 エ  

上 記 以 外

の 評 価 方

法 に よ り  
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区   分  

ー 消 費

性 能 向

上 計 画

が 、 建 築

物 の エ

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 の

向 上 に

関 す る

法 律 第

三 十 条

第 一 項

各 号 に

掲 げ る

基 準 又

は こ れ

と 同 等

の 基 準

に 適 合

す る も

の と し

て 知 事

が 別 に

定 め る

方 法 に

よ り 技

術 的 審

査 を 受

け た も

の で あ

る 場 合  

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 向

上 計 画

が 、 建 築

物 の エ

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 の

向 上 に

関 す る

法 律 第

三 十 条

第 一 項

第 一 号

の 規 定

に 基 づ

き 定 め

ら れ た

簡 易 な

評 価 方

法 で あ

っ て 知

事 が 別

に 定 め

る 方 法

に よ り

評 価 さ

れ た も

の で あ

る 場 合  

評 価 さ れ

た も の で

あ る 場 合  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区   分  

ー 消 費

性 能 向

上 計 画

が 、 建 築

物 の エ

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 の

向 上 に

関 す る

法 律 第

三 十 条

第 一 項

各 号 に

掲 げ る

基 準 又

は こ れ

と 同 等

の 基 準

に 適 合

す る も

の と し

て 知 事

が 別 に

定 め る

方 法 に

よ り 技

術 的 審

査 を 受

け た も

の で あ

る 場 合  

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 向

上 計 画

が 、 建 築

物 の エ

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 の

向 上 に

関 す る

法 律 第

三 十 条

第 一 項

第 一 号

の 規 定

に 基 づ

き 定 め

ら れ た

簡 易 な

評 価 方

法 で あ

っ て 知

事 が 別

に 定 め

る 方 法

に よ り

評 価 さ

れ た も

の で あ

る 場 合  

評 価 さ れ

た も の で

あ る 場 合  

 

 （ 略 ） （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ） （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

 備 考  （ 略 ）    備 考  （ 略 ）   

三  複 合 建 築 物 の 場 合  三  複 合 建 築 物 の 場 合  

 

区   分  

一 棟 当 た り の 手 数 料 の 金

額  

  

区   分  

一 件 当 た り の 手 数 料 の 金

額  

 

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   

 備 考  （ 略 ）    備 考  （ 略 ）   
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別 表 第 二 十 五 （ 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能

の 向 上 に 関 す る 法 律 に 基 づ く

建 築 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 向

上 計 画 変 更 認 定 申 請 手 数 料 ）  

別 表 第 二 十 五 （ 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能

の 向 上 に 関 す る 法 律 に 基 づ く

建 築 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 向

上 計 画 変 更 認 定 申 請 手 数 料 ）  

一  住 宅 の 場 合  一  住 宅 の 場 合  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区   分  

一 棟 当 た り の 手 数 料

の 金 額  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
区   分  

一 件 当 た り の 手 数 料

の 金 額  

 

 申 請 に 係 る

建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費

性 能 向 上 計

画 が 、 建 築

物 の エ ネ ル

ギ ー 消 費 性

能 の 向 上 に

関 す る 法 律

第 三 十 条 第

一 項 各 号 に

掲 げ る 基 準

又 は こ れ と

同 等 の 基 準

に 適 合 す る

も の と し て

知 事 が 別 に

定 め る 方 法

に よ り 技 術

的 審 査 を 受

け た も の で

あ る 場 合  

そ の 他 の

場 合  

  申 請 に 係 る

建 築 物 エ ネ

ル ギ ー 消 費

性 能 向 上 計

画 が 、 建 築

物 の エ ネ ル

ギ ー 消 費 性

能 の 向 上 に

関 す る 法 律

第 三 十 条 第

一 項 各 号 に

掲 げ る 基 準

又 は こ れ と

同 等 の 基 準

に 適 合 す る

も の と し て

知 事 が 別 に

定 め る 方 法

に よ り 技 術

的 審 査 を 受

け た も の で

あ る 場 合  

そ の 他 の

場 合  

 

 （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

 共 同

住 宅

等  

住 戸

部 分  

申 請 戸

数 が 一

戸 の も

の  

三 千 円  一 万 八 千

九 百 円  

  共 同

住 宅

等  

住 戸

部 分  

一 棟 の

申 請 戸

数 が 一

戸 の も

の  

三 千 円  一 万 八 千

九 百 円  

 

 申 請 戸

数 が 一

戸 を 超

え 五 戸  

六 千 円  三 万 八 千

二 百 円  

  一 棟 の

申 請 戸

数 が 一

戸 を 超  

六 千 円  三 万 八 千

二 百 円  
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 以 下 の

も の  

    え 五 戸

以 下 の

も の  

   

     申 請 戸

数 が 五

戸 を 超

え 十 戸

以 下 の

も の  

一 万 四 百 円  五 万 四 千

百 円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 五

戸 を 超

え 十 戸

以 下 の

も の  

一 万 四 百 円  五 万 四 千

百 円  

 

     申 請 戸

数 が 十

戸 を 超

え 二 十

五 戸 以

下 の も

の  

一 万 七 千 三

百 円  

七 万 六 千

六 百 円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 十

戸 を 超

え 二 十

五 戸 以

下 の も

の  

一 万 七 千 三

百 円  

七 万 六 千

六 百 円  

 

     申 請 戸

数 が 二

十 五 戸

を 超 え

五 十 戸

以 下 の

も の  

二 万 九 千 円  十 一 万 八

百 円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 二

十 五 戸

を 超 え

五 十 戸

以 下 の

も の  

二 万 九 千 円  十 一 万 八

百 円  

 

     申 請 戸

数 が 五

十 戸 を

超 え 百

戸 以 下

の も の  

五 万 二 千 円  十 六 万 五

百 円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 五

十 戸 を

超 え 百

戸 以 下

の も の  

五 万 二 千 円  十 六 万 五

百 円  

 

     申 請 戸

数 が 百

戸 を 超

え 二 百

戸 以 下

の も の  

八 万 二 千 四

百 円  

二 十 一 万

九 千 五 百

円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 百

戸 を 超

え 二 百

戸 以 下  

八 万 二 千 四

百 円  

二 十 一 万

九 千 五 百

円  
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          の も の     

     申 請 戸

数 が 二

百 戸 を

超 え 三

百 戸 以

下 の も

の  

十 万 四 千 百

円  

二 十 八 万

七 千 百 円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 二

百 戸 を

超 え 三

百 戸 以

下 の も

の  

十 万 四 千 百

円  

二 十 八 万

七 千 百 円  

 

     申 請 戸

数 が 三

百 戸 を

超 え る

も の  

十 一 万 千 百

円  

三 十 三 万

五 千 三 百

円  

      一 棟 の

申 請 戸

数 が 三

百 戸 を

超 え る

も の  

十 一 万 千 百

円  

三 十 三 万

五 千 三 百

円  

 

   （ 略 ） （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）      （ 略 ） （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

 備 考  （ 略 ）    備 考  （ 略 ）   

二  非 住 宅 建 築 物 の 場 合  二  非 住 宅 建 築 物 の 場 合  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区   分  

一 棟 当 た り の 手 数 料 の 金

額  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区   分  

一 件 当 た り の 手 数 料 の 金

額  

 

 申 請 に

係 る 建

築 物 エ

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 向

上 計 画

が 、 建 築

物 の エ

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 の

向 上 に

関 す る

法 律 第

三 十 条

第 一 項

各 号 に

掲 げ る  

そ の 他 の 場 合    申 請 に

係 る 建

築 物 エ

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 向

上 計 画

が 、 建 築

物 の エ

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 の

向 上 に

関 す る

法 律 第

三 十 条

第 一 項

各 号 に

掲 げ る  

そ の 他 の 場 合   

 申 請 に

係 る 建

築 物 エ

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 向

上 計 画

が 、 建 築

物 の エ

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 の

向 上 に

関 す る

法 律 第

三 十 条

第 一 項

第 一 号  

上 記 以 外

の 評 価 方

法 に よ り

評 価 さ れ

た も の で

あ る 場 合  

  申 請 に

係 る 建

築 物 エ

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 向

上 計 画

が 、 建 築

物 の エ

ネ ル ギ

ー 消 費

性 能 の

向 上 に

関 す る

法 律 第

三 十 条

第 一 項

第 一 号  

上 記 以 外

の 評 価 方

法 に よ り

評 価 さ れ

た も の で

あ る 場 合  

 

令和元年10月25日 三　重　県　公　報 号　　外
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  基 準 又

は こ れ

と 同 等

の 基 準

に 適 合

す る も

の と し

て 知 事

が 別 に

定 め る

方 法 に

よ り 技

術 的 審

査 を 受

け た も

の で あ

る 場 合  

の 規 定

に 基 づ

き 定 め

ら れ た

簡 易 な

評 価 方

法 で あ

っ て 知

事 が 別

に 定 め

る 方 法

に よ り

評 価 さ

れ た も

の で あ

る 場 合  

    基 準 又

は こ れ

と 同 等

の 基 準

に 適 合

す る も

の と し

て 知 事

が 別 に

定 め る

方 法 に

よ り 技

術 的 審

査 を 受

け た も

の で あ

る 場 合  

の 規 定

に 基 づ

き 定 め

ら れ た

簡 易 な

評 価 方

法 で あ

っ て 知

事 が 別

に 定 め

る 方 法

に よ り

評 価 さ

れ た も

の で あ

る 場 合  

  

 （ 略 ） （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ） （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

 備 考  （ 略 ）    備 考  （ 略 ）   

三  複 合 建 築 物 の 場 合  三  複 合 建 築 物 の 場 合  

 

区   分  

一 棟 当 た り の 手 数 料 の 金

額  

  

区   分  

一 件 当 た り の 手 数 料 の 金

額  

 

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   

 備 考  （ 略 ）    備 考  （ 略 ）   

  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令

和 元 年 法 律 第 四 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。  

令和元年10月25日 三　重　県　公　報 号　　外
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三 重 県 民 生 委 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 元 年 十 月 二 十 五 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 二 十 号  

三 重 県 民 生 委 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

三 重 県 民 生 委 員 定 数 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 三 重 県 条 例 第 九 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

民 生 委 員 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 八

号 ） 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 条 例 で 定 め

る 民 生 委 員 の 定 数 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る

市 町 の 区 域 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲

げ る と お り と す る 。  
民 生 委 員 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 八

号 ） 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 条 例 で 定 め

る 民 生 委 員 の 定 数 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る

市 町 の 区 域 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲

げ る と お り と す る 。  

 津 市  六 一 七 人    津 市  六 一 二 人   

 四 日 市 市  六 〇 九 人    四 日 市 市  六 〇 二 人   

 伊 勢 市  三 〇 八 人    伊 勢 市  三 〇 五 人   

 松 阪 市  三 八 八 人    松 阪 市  三 八 七 人   

 桑 名 市  二 五 七 人    桑 名 市  二 五 四 人   

 鈴 鹿 市  三 七 五 人    鈴 鹿 市  三 七 〇 人   

 名 張 市  一 八 九 人    名 張 市  一 八 六 人   

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   

 亀 山 市  一 〇 二 人    亀 山 市  九 八 人   

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   

 い な べ 市  一 〇 四 人    い な べ 市  一 〇 一 人   

 志 摩 市  一 四 一 人    志 摩 市  一 四 〇 人   

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   

 三 重 郡 朝 日 町  二 〇 人    三 重 郡 朝 日 町  一 七 人   

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   

 多 気 郡 多 気 町  四 一 人    多 気 郡 多 気 町  四 〇 人   

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   

  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 元 年 十 二 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

令和元年10月25日 三　重　県　公　報 号　　外
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三 重 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま

す 。  

  令 和 元 年 十 月 二 十 五 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 二 十 一 号  

   三 重 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

三 重 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 条 例 （ 昭 和 四 十 五 年 三 重 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 年 金 管 理 者 の 指 定 等 ）  （ 年 金 管 理 者 の 指 定 等 ）  

第 十 二 条  （ 略 ）  第 十 二 条  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

３  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 年

金 管 理 者 と な る こ と が で き な い 。  

３  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 年

金 管 理 者 と な る こ と が で き な い 。  

一  年 金 の 受 領 及 び 管 理 を 適 正 に 行 う に

当 た つ て 必 要 な 認 知 、 判 断 及 び 意 思 疎 通

を 適 切 に 行 う こ と が 困 難 な 常 況 に あ る

者  

一  成 年 被 後 見 人 又 は 被 保 佐 人  

二  破 産 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け て 復 権 を

得 な い 者  

二  破 産 者 で あ つ て 復 権 を 得 な い も の  

４  （ 略 ）  ４  （ 略 ）  

（ 年 金 の 支 給 停 止 ）  （ 年 金 の 支 給 停 止 ）  

第 十 四 条  第 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 年

金 の 給 付 を 受 け る 権 利 （ 以 下 「 年 金 受 給 権 」

と い う 。 ） を 有 す る 心 身 障 害 者 （ 以 下 「 年

金 受 給 権 者 」 と い う 。 ） が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る 事 由 が 生 じ た と き は 、 そ の

事 由 の 生 じ た 日 の 属 す る 月 の 翌 月 か ら そ

の 事 由 の 消 滅 し た 日 の 属 す る 月 の 前 月 ま

で の 間 、 年 金 の 支 給 を 停 止 す る も の と す

る 。  

第 十 四 条  第 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 年

金 の 給 付 を 受 け る 権 利 （ 以 下 「 年 金 受 給 権 」

と い う 。 ） を 有 す る 心 身 障 害 者 （ 以 下 「 年

金 受 給 権 者 」 と い う 。 ） が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る 事 由 が 生 じ た と き は 、 そ の

事 由 の 生 じ た 日 の 属 す る 月 の 翌 月 か ら そ

の 事 由 の 消 滅 し た 日 の 属 す る 月 の 前 月 ま

で の 間 、 年 金 の 支 給 を 停 止 す る も の と す

る 。  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

二  懲 役 又 は 禁 錮 の 刑 に 処 せ ら れ 、 刑 の 執

行 を 受 け て い る と き 。  

二  懲 役 又 は 禁 錮
こ

の 刑 に 処 せ ら れ 、 刑 の 執

行 を 受 け て い る と き 。  

三  （ 略 ）  三  （ 略 ）  

   附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 元 年 十 二 月 十 四 日 か ら 施 行 す る 。  

令和元年10月25日 三　重　県　公　報 号　　外
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三 重 県 立 自 然 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 元 年 十 月 二 十 五 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬  

三 重 県 条 例 第 二 十 二 号  

三 重 県 立 自 然 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

三 重 県 立 自 然 公 園 条 例 （ 昭 和 三 十 三 年 三 重 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 指 定 認 定 機 関 ）  （ 指 定 認 定 機 関 ）  

第 十 九 条  （ 略 ）  第 十 九 条  （ 略 ）  

２  （ 略 ）  ２  （ 略 ）  

３  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 指

定 を 受 け る こ と が で き な い 。  
３  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 指

定 を 受 け る こ と が で き な い 。  

一  未 成 年 者  一  未 成 年 者 、 成 年 被 後 見 人 又 は 被 保 佐 人  

二  心 身 の 故 障 に よ り そ の 認 定 関 係 事 務

を 適 確 に 行 う こ と が で き な い 者 と し て

規 則 で 定 め る 者  

 

三  破 産 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け て 復 権 を

得 な い 者  

二  破 産 者 で 復 権 を 得 な い も の  

四  禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ 、 又 は 自 然 公

園 法 、 自 然 環 境 保 全 法 、 こ の 条 例 若 し く

は 三 重 県 自 然 環 境 保 全 条 例 （ 平 成 十 五 年

三 重 県 条 例 第 二 号 ） の 規 定 に よ り 刑 に 処

せ ら れ 、 そ の 執 行 を 終 わ り 、 又 は 執 行 を

受 け る こ と が な く な つ た 日 か ら 起 算 し

て 二 年 を 経 過 し な い 者  

三  禁 錮
こ

以 上 の 刑 に 処 せ ら れ 、 又 は 自 然 公

園 法 、 自 然 環 境 保 全 法 、 こ の 条 例 若 し く

は 三 重 県 自 然 環 境 保 全 条 例 （ 平 成 十 五 年

三 重 県 条 例 第 二 号 ） の 規 定 に よ り 刑 に 処

せ ら れ 、 そ の 執 行 を 終 わ り 、 又 は 執 行 を

受 け る こ と が な く な つ た 日 か ら 起 算 し

て 二 年 を 経 過 し な い 者  

五 ・ 六  （ 略 ）  四 ・ 五  （ 略 ）  

４ ～ ６  （ 略 ）  ４ ～ ６  （ 略 ）  

（ 指 定 認 定 機 関 に 対 す る 監 督 命 令 等 ）  （ 指 定 認 定 機 関 に 対 す る 監 督 命 令 等 ）  

第 二 十 三 条  （ 略 ）  第 二 十 三 条  （ 略 ）  

２  知 事 は 、 指 定 認 定 機 関 が 第 十 九 条 第 三 項

各 号 （ 第 五 号 を 除 く 。 ） の い ず れ か に 該 当

す る に 至 つ た と き は 、 指 定 を 取 り 消 さ な け

れ ば な ら な い 。  

２  知 事 は 、 指 定 認 定 機 関 が 第 十 九 条 第 三 項

各 号 （ 第 四 号 を 除 く 。 ） の い ず れ か に 該 当

す る に 至 つ た と き は 、 指 定 を 取 り 消 さ な け

れ ば な ら な い 。  

３ ・ ４  （ 略 ）  ３ ・ ４  （ 略 ）  

   附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 元 年 十 二 月 十 四 日 か ら 施 行 す る 。  

令和元年10月25日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 元 年 十 月 二 十 五 日  

三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬    

三 重 県 条 例 第 二 十 三 号  

三 重 県 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

三 重 県 建 築 基 準 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 三 重 県 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。  

次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 前 面 空 地 ）  （ 前 面 空 地 ）  

第 十 一 条  （ 略 ）  第 十 一 条  （ 略 ）  

２  前 項 に 規 定 す る 空 地 の 奥 行 は 、 次 の 表 に

定 め る と こ ろ に よ ら な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 に 規 定 す る 空 地 の 奥 行 は 、 次 の 表 に

定 め る と こ ろ に よ ら な け れ ば な ら な い 。  

 客 席 の 床 面 積 の 合 計  空 地 の 奥 行 き    客 席 の 床 面 積 の 合 計  空 地 の 奥 行 き   

 

二 百 平 方 メ

ー ト ル 未 満  

耐 火 建 築 物

又 は 法 第 二

十 七 条 第 一

項 の 規 定 に

適 合 す る 特

殊 建 築 物

（ そ の 主 要

構 造 部 が 法

第 二 条 第 九

号 の 二 イ に

該 当 す る も

の に 限 る 。 ）

で あ る 劇 場

等 （ 以 下 「 耐

火 劇 場 等 」

と い う 。 ）  

一 メ ー ト ル 以 上  

  

二 百 平 方 メ

ー ト ル 未 満  

耐 火 建 築 物

又 は 耐 火 構

造 建 築 物

（ 法 第 二 十

七 条 第 一 項

の 規 定 に 適

合 す る 特 殊

建 築 物 （ 特

定 避 難 時 間

倒 壊 等 防 止

建 築 物 を 除

く 。 ） を い

う 。 次 項 及

び 第 十 九 条

第 一 項 に お

い て 同 じ 。 ）

で あ る 劇 場

等  

一 メ ー ト ル 以 上  

 

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   

 （ 略 ）  （ 略 ）    （ 略 ）  （ 略 ）   

３  耐 火 劇 場 等 で そ の 用 途 に 供 す る 部 分 の

主 要 な 出 口 の 前 面 に 歩 廊 、 広 間 又 は バ ル コ

ニ ー を 避 難 上 有 効 に 設 け る も の に 対 し て

３  耐 火 建 築 物 又 は 耐 火 構 造 建 築 物 で あ る

劇 場 等 （ 以 下 「 耐 火 劇 場 等 」 と い う 。 ） で

そ の 用 途 に 供 す る 部 分 の 主 要 な 出 口 の 前
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は 、 第 一 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  面 に 歩 廊 、 広 間 又 は バ ル コ ニ ー を 避 難 上 有

効 に 設 け る も の に 対 し て は 、 第 一 項 の 規 定

は 、 適 用 し な い 。  

（ 客 席 の い す ）  （ 客 席 の い す ）  

第 十 四 条 の 二  劇 場 等 の そ の 用 途 に 供 す る

部 分 の 客 席 の い す は 、 次 の 各 号 に 定 め る と

こ ろ に よ り 設 け な け れ ば な ら な い 。  

第 十 四 条 の 二  劇 場 等 の そ の 用 途 に 供 す る

部 分 の 客 席 の い す は 、 次 の 各 号 に 定 め る と

こ ろ に よ り 設 け な け れ ば な ら な い 。  

一  （ 略 ）  一  （ 略 ）  

二  各 い す の 間 隔 （ い す の 背 が あ る 場 合 に

あ つ て は 前 列 い す の 背 面 最 先 端 か ら こ

れ に 面 す る 後 列 い す の 背 の 部 分 又 は そ

の 延 長 部 分 ま で の 水 平 最 短 距 離 と し 、 い

す の 背 が な い 場 合 に あ つ て は 前 列 い す

の 最 後 部 か ら 後 列 い す の 最 後 部 ま で の

水 平 投 影 距 離 と す る 。 次 条 に お い て 同

じ 。 ） は 、 九 十 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 と す

る こ と 。  

二  各 い す の 間 隔 （ い す の 背 が あ る 場 合 に

あ つ て は 前 列 い す の 背 面 最 先 端 か ら こ

れ に 面 す る 後 列 い す の 背 の 部 分 又 は そ

の 延 長 部 分 ま で の 水 平 最 短 距 離 と し 、 い

す の 背 が な い 場 合 に あ つ て は 前 列 い す

の 最 後 部 か ら 後 列 い す の 最 後 部 ま で の

水 平 投 影 距 離 と す る 。 以 下 次 条 に お い て

同 じ 。 ） は 、 九 十 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 と

す る こ と 。  

（ 公 衆 浴 場 の 構 造 ）  （ 公 衆 浴 場 の 構 造 ）  

第 十 九 条  公 衆 浴 場 の 浴 室 又 は サ ウ ナ 室 （ 蒸

気 又 は 熱 気 を 使 用 し て 入 浴 す る た め の 室

を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を 二 階 に 設

け る 建 築 物 は 、 耐 火 建 築 物 、 準 耐 火 建 築 物

又 は 法 第 二 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に 適 合 す

る 特 殊 建 築 物 と し な け れ ば な ら な い 。  

第 十 九 条  公 衆 浴 場 の 浴 室 又 は サ ウ ナ 室 （ 蒸

気 又 は 熱 気 を 使 用 し て 入 浴 す る た め の 室

を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を 二 階 に 設

け る 建 築 物 は 、 耐 火 建 築 物 等 （ 耐 火 建 築 物 、

耐 火 構 造 建 築 物 、 準 耐 火 建 築 物 又 は 特 定 避

難 時 間 倒 壊 等 防 止 建 築 物 （ 特 定 避 難 時 間 が

四 十 五 分 間 以 上 で あ る も の に 限 る 。 ） を い

う 。 第 二 十 三 条 及 び 第 二 十 四 条 第 二 項 に お

い て 同 じ 。 ） と し な け れ ば な ら な い 。  

２ ～ ７  （ 略 ）  

（ 木 造 等 の 長 屋 の 構 造 ）  

２ ～ ７  （ 略 ）  

（ 木 造 等 の 長 屋 の 構 造 ）  

第 二 十 三 条  長 屋 の 用 途 に 供 す る 木 造 建 築

物 等 （ 耐 火 建 築 物 及 び 準 耐 火 建 築 物 を 除

く 。 ） は 、 次 の 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ ら

な け れ ば な ら な い 。  

第 二 十 三 条  長 屋 の 用 途 に 供 す る 木 造 建 築

物 等 （ 耐 火 建 築 物 等 を 除 く 。 ） は 、 次 の 各

号 に 定 め る と こ ろ に よ ら な け れ ば な ら な

い 。  

一 ・ 二  （ 略 ）  一 ・ 二  （ 略 ）  

（ 共 同 住 宅 等 の 設 置 制 限 等 ）  （ 共 同 住 宅 等 の 設 置 制 限 等 ）  

第 二 十 四 条  （ 略 ）  第 二 十 四 条  （ 略 ）  

２  共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 、 下 宿 又 は 児 童 福 祉 施

設 等 の 用 途 に 供 す る 木 造 建 築 物 等 （ 耐 火 建

築 物 、 準 耐 火 建 築 物 及 び 法 第 二 十 七 条 第 一  

２  共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 、 下 宿 又 は 児 童 福 祉 施

設 等 の 用 途 に 供 す る 木 造 建 築 物 等 （ 耐 火 建

築 物 等 を 除 く 。 ） は 、 そ の 用 途 に 供 す る 部  
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項 の 規 定 に 適 合 す る 特 殊 建 築 物 を 除 く 。 ） 
は 、 そ の 用 途 に 供 す る 部 分 に 、 道 路 又 は 道

路 若 し く は 公 共 空 地 に 通 ず る 幅 員 一 ・ 五 メ

ー ト ル 以 上 の 敷 地 内 の 空 地 に 直 接 面 す る

窓 を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

分 に 、 道 路 又 は 道 路 若 し く は 公 共 空 地 に 通  

ず る 幅 員 一 ・ 五 メ ー ト ル 以 上 の 敷 地 内 の 空

地 に 直 接 面 す る 窓 を 設 け な け れ ば な ら な

い 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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 三 重 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  

  令 和 元 年 十 月 二 十 五 日  

                        三 重 県 知 事   鈴  木  英  敬   

三 重 県 条 例 第 二 十 四 号  

   三 重 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 三 重 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。  

改   正   後  改   正   前  

（ 道 路 交 通 法 関 係 手 数 料 ）  

第 八 条  道 路 交 通 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第

百 五 号 。 以 下 こ の 条 、 別 表 第 七 、 別 表 第

八 及 び 別 表 第 九 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 各 号 に 掲 げ

る 許 可 等 を 受 け よ う と す る 者 は 、 そ れ ぞ

れ 当 該 各 号 に 定 め る 種 別 の 手 数 料 を 納 め

な け れ ば な ら な い 。  

一 ～ 二 十 三  （ 略 ）  

二 十 四  道 路 交 通 法 施 行 規 則 （ 昭 和 三 十

五 年 総 理 府 令 第 六 十 号 。 別 表 第 七 に お

い て 「 府 令 」 と い う 。 ） 第 三 十 条 の 十

三 第 一 項 に 規 定 す る 運 転 経 歴 証 明 書 の

再 交 付 を 受 け よ う と す る 者  運 転 経 歴

証 明 書 再 交 付 手 数 料  

二 十 五 ～ 二 十 八  （ 略 ）  

二 十 九  道 路 交 通 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 五

年 政 令 第 二 百 七 十 号 。 次 号 及 び 別 表 第

七 に お い て 「 政 令 」 と い う 。 ） 第 三 十

七 条 の 六 第 二 号 に 規 定 す る 講 習 を 受 け

よ う と す る 者  特 定 任 意 講 習 手 数 料  

三 十  政 令 第 三 十 七 条 の 六 の 二 第 一 号 に

規 定 す る 講 習 を 受 け よ う と す る 者  特

定 任 意 高 齢 者 講 習 手 数 料  

三 十 一  （ 略 ）  

２ ～ ６  （ 略 ）  

別 表 第 七 （ 第 八 条 関 係 ）  

（ 道 路 交 通 法 関 係 手 数 料 ）  

第 八 条  道 路 交 通 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第

百 五 号 。 以 下 こ の 条 、 別 表 第 七 、 別 表 第

八 及 び 別 表 第 九 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 各 号 に 掲 げ

る 許 可 等 を 受 け よ う と す る 者 は 、 そ れ ぞ

れ 当 該 各 号 に 定 め る 種 別 の 手 数 料 を 納 め

な け れ ば な ら な い 。  

一 ～ 二 十 三  （ 略 ）  

二 十 四  道 路 交 通 法 施 行 規 則 （ 昭 和 三 十

五 年 総 理 府 令 第 六 十 号 ） 第 三 十 条 の 十

三 第 一 項 に 規 定 す る 運 転 経 歴 証 明 書 の

再 交 付 を 受 け よ う と す る 者  運 転 経 歴

証 明 書 再 交 付 手 数 料  

 

二 十 五 ～ 二 十 八  （ 略 ）  

二 十 九  道 路 交 通 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 五

年 政 令 第 二 百 七 十 号 ） 第 三 十 七 条 の 六

第 二 号 に 規 定 す る 講 習 を 受 け よ う と す

る 者  特 定 任 意 講 習 手 数 料  

 

三 十  道 路 交 通 法 施 行 令 第 三 十 七 条 の 六

の 二 第 一 号 に 規 定 す る 講 習 を 受 け よ う

と す る 者  特 定 任 意 高 齢 者 講 習 手 数 料  

三 十 一  （ 略 ）  

２ ～ ６  （ 略 ）  

別 表 第 七 （ 第 八 条 関 係 ）  

 手 数 料 の  区   分  手 数 料 の    手 数 料 の  区   分  手 数 料 の   
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 種 別   額    種 別   額   

 一 ～ 十  

（ 略 ）  

 （ 略 ）    一 ～ 十  

（ 略 ）  

 （ 略 ）   

 十 一  運

転 免 許

試 験 手

数 料  

大 型 自

動 車 免

許 、 中

型 自 動

車 免 許

又 は 準

中 型 自

動 車 免

許 に 係

る 試 験  

（ 略 ）  （ 略 ）    十 一  運

転 免 許

試 験 手

数 料  

大 型 自

動 車 免

許 、 中

型 自 動

車 免 許

又 は 準

中 型 自

動 車 免

許 に 係

る 試 験  

（ 略 ）  （ 略 ）   

 法 第 九 十 七

条 の 二 第 一

項 第 三 号 又

は 第 五 号 に

該 当 し て 同

項 の 規 定 の

適 用 を 受 け

る 場 合  

千 九 百 円    法 第 九 十 七

条 の 二 第 一

項 第 三 号 又

は 第 五 号 に

該 当 し て 同

項 の 規 定 の

適 用 を 受 け

る 場 合  

千 九 百 円   

   政 令 第 三

十 三 条 の

六 の 二 第

六 号 に 掲

げ る や む

を 得 な い

理 由 の た

め 免 許 証

の 更 新 を

受 け る こ

と が で き

な か っ た

者 に 対 す

る 試 験  

八 百 円      

   （ 略 ）  （ 略 ）      （ 略 ）  （ 略 ）   

  普 通 自

動 車 免

許 に 係

る 試 験  

（ 略 ）  （ 略 ）     普 通 自

動 車 免

許 に 係

る 試 験  

（ 略 ）  （ 略 ）   

  法 第 九 十 七

条 の 二 第 一

項 第 三 号 又

は 第 五 号 に

該 当 し て 同

項 の 規 定 の

適 用 を 受 け

る 場 合  

千 九 百 円     法 第 九 十 七

条 の 二 第 一

項 第 三 号 又

は 第 五 号 に

該 当 し て 同

項 の 規 定 の

適 用 を 受 け

る 場 合  

千 九 百 円   

    政 令 第 三

十 三 条 の

六 の 二 第  

八 百 円  
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    六 号 に 掲

げ る や む

を 得 な い

理 由 の た

め 免 許 証

の 更 新 を

受 け る こ

と が で き

な か っ た

者 に 対 す

る 試 験  

        

   （ 略 ）  （ 略 ）      （ 略 ）  （ 略 ）   

  特 定 第

一 種 運

転 免 許

（ 大 型

特 殊 自

動 車 免

許 、 大

型 自 動

二 輪 車

免 許 、

普 通 自

動 二 輪

車 免 許

又 は 牽
け ん

引 免 許

を い

う 。 以

下 同

じ 。 ）

又 は 大

型 特 殊

自 動 車

第 二 種

免 許 若

し く は

牽 引 第

二 種 免  

（ 略 ）  （ 略 ）     特 定 第

一 種 運

転 免 許

（ 大 型

特 殊 自

動 車 免

許 、 大

型 自 動

二 輪 車

免 許 、

普 通 自

動 二 輪

車 免 許

又 は 牽
け ん

引 免 許

を い

う 。 以

下 同

じ 。 ）

又 は 大

型 特 殊

自 動 車

第 二 種

免 許 若

し く は

牽
け ん

引 第

二 種 免  

（ 略 ）  （ 略 ）   

  法 第 九 十 七

条 の 二 第 一

項 第 三 号 又

は 第 五 号 に

該 当 し て 同

項 の 規 定 の

適 用 を 受 け

る 場 合  

千 九 百 円     法 第 九 十 七

条 の 二 第 一

項 第 三 号 又

は 第 五 号 に

該 当 し て 同

項 の 規 定 の

適 用 を 受 け

る 場 合  

千 九 百 円   

   政 令 第 三

十 三 条 の

六 の 二 第

六 号 に 掲

げ る や む

を 得 な い

理 由 の た

め 免 許 証

の 更 新 を

受 け る こ

と が で き

な か っ た

者 に 対 す

る 試 験  

八 百 円      

  （ 略 ）  （ 略 ）     （ 略 ）  （ 略 ）   
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  許 に 係

る 試 験  

     許 に 係

る 試 験  

   

  小 型 特

殊 自 動

車 免 許

又 は 原

動 機 付

自 転 車

免 許 に

係 る 試

験  

法 第 九 十 七

条 の 二 第 一

項 の 規 定 の

適 用 を 受 け

る 場 合  

千 九 百 円     小 型 特

殊 自 動

車 免 許

又 は 原

動 機 付

自 転 車

免 許 に

係 る 試

験  

法 第 九 十 七

条 の 二 第 一

項 の 規 定 の

適 用 を 受 け

る 場 合  

千 九 百 円   

   政 令 第 三

十 三 条 の

六 の 二 第

六 号 に 掲

げ る や む

を 得 な い

理 由 の た

め 免 許 証

の 更 新 を

受 け る こ

と が で き

な か っ た

者 に 対 す

る 試 験  

八 百 円      

  （ 略 ）  （ 略 ）     （ 略 ）  （ 略 ）   

  大 型 自

動 車 第

二 種 免

許 、 中

型 自 動

車 第 二

種 免 許

又 は 普

通 自 動

車 第 二

種 免 許

に 係 る

試 験  

（ 略 ）  （ 略 ）     大 型 自

動 車 第

二 種 免

許 、 中

型 自 動

車 第 二

種 免 許

又 は 普

通 自 動

車 第 二

種 免 許

に 係 る

試 験  

（ 略 ）  （ 略 ）   

 法 第 九 十 七

条 の 二 第 一

項 第 三 号 又

は 第 五 号 に

該 当 し て 同

項 の 規 定 の

適 用 を 受 け

る 場 合  

千 九 百 円     法 第 九 十 七

条 の 二 第 一

項 第 三 号 又

は 第 五 号 に

該 当 し て 同

項 の 規 定 の

適 用 を 受 け

る 場 合  

千 九 百 円   

   政 令 第 三

十 三 条 の

六 の 二 第

六 号 に 掲

げ る や む

を 得 な い

理 由 の た

め 免 許 証  

八 百 円      
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    の 更 新 を

受 け る こ

と が で き

な か っ た

者 に 対 す

る 試 験  

      

   （ 略 ）  （ 略 ）      （ 略 ）  （ 略 ）   

  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）     （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）   

 十 二 ・ 十

三  （ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）    十 二 ・ 十

三  （ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）   

 十 四  免

許 証 交

付 手 数

料  

第 一 種 運 転 免 許 又 は

第 二 種 運 転 免 許 に 係

る 免 許 証 （ 政 令 第 三

十 三 条 の 六 の 二 第 六

号 に 掲 げ る や む を 得

な い 理 由 の た め 免 許

証 の 更 新 を 受 け る こ

と が で き な か っ た 者

で あ っ て 、 法 第 九 十

七 条 の 二 第 一 項 第 三

号 に 該 当 し て 同 項 の

規 定 の 適 用 を 受 け た

も の に 対 す る 交 付 の

場 合 を 除 く 。 ）  

二 千 五 十
円  

  十 四  免

許 証 交

付 手 数

料  

第 一 種 運 転 免 許 又 は

第 二 種 運 転 免 許 に 係

る 免 許 証  

二 千 五 十
円  

 

  法 第 九 十 二

条 第 一 項 後

段 の 規 定 に

よ り 、 一 の

種 類 の 免 許

に 係 る 免 許

証 に 他 の 種

類 の 免 許 に

係 る 事 項 を

記 載 し て そ

の 種 類 の 免

許 に 係 る 免  

二 千 五 十

円 に 、 当

該 他 の 種

類 の 免 許

に 係 る 事

項 を 記 載

す る ご と

に 二 百 円

を 加 算 し

た 額  

   法 第 九 十 二

条 第 一 項 後

段 の 規 定 に

よ り 、 一 の

種 類 の 免 許

に 係 る 免 許

証 に 他 の 種

類 の 免 許 に

係 る 事 項 を

記 載 し て そ

の 種 類 の 免

許 に 係 る 免  

二 千 五 十

円 に 、 当

該 他 の 種

類 の 免 許

に 係 る 事

項 を 記 載

す る ご と

に 二 百 円

を 加 算 し

た 額  

 

  許 証 の 交 付

に 代 え る 場

合  

    許 証 の 交 付

に 代 え る 場

合  
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              第 一 種 運 転 免 許 又 は

第 二 種 運 転 免 許 に 係

る 免 許 証 （ 政 令 第 三

十 三 条 の 六 の 二 第 六

号 に 掲 げ る や む を 得

な い 理 由 の た め 免 許

証 の 更 新 を 受 け る こ

と が で き な か っ た 者

で あ っ て 、 法 第 九 十

七 条 の 二 第 一 項 第 三

号 に 該 当 し て 同 項 の

規 定 の 適 用 を 受 け た

も の に 対 す る 交 付 の

場 合 に 限 る 。 ）  

千 七 百 円         

  法 第 九 十 二

条 第 一 項 後

段 の 規 定 に

よ り 、 一 の

種 類 の 免 許

に 係 る 免 許

証 に 他 の 種

類 の 免 許 に

係 る 事 項 を

記 載 し て そ

の 種 類 の 免

許 に 係 る 免

許 証 の 交 付

に 代 え る 場

合  

千 七 百 円

に 、 当 該

他 の 種 類

の 免 許 に

係 る 事 項

を 記 載 す

る ご と に

二 百 円 を

加 算 し た

額  

      

  （ 略 ）  （ 略 ）     （ 略 ）  （ 略 ）   

 十 五  免

許 証 再

交 付 手

数 料  

第 一 種 運 転 免 許 又 は

第 二 種 運 転 免 許 に 係

る 免 許 証  

二 千 二 百

五 十 円  

  十 五  免

許 証 再

交 付 手

数 料  

第 一 種 運 転 免 許 又 は

第 二 種 運 転 免 許 に 係

る 免 許 証  

三 千 五 百
円  

 

  （ 略 ）  （ 略 ）     （ 略 ）  （ 略 ）   

 十 六 ～ 二

十 五  

（ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）    十 六 ～ 二

十 五  

（ 略 ）  

（ 略 ）  （ 略 ）   

 二 十 六  （ 略 ）  （ 略 ）    二 十 六  （ 略 ）  （ 略 ）   
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 講 習 手

数 料  

     講 習 手

数 料  

     法 第 百

八 条 の

二 第 一

項 第 十

一 号 に

掲 げ る

講 習  
（ 略 ）  （ 略 ）    法 第 百

八 条 の

二 第 一

項 第 十

一 号 に

掲 げ る

講 習  

（ 略 ）  （ 略 ）   

 法 第 九 十 二

条 の 二 第 一

項 の 表 の 備

考 一 の ４ に

規 定 す る 違

反 運 転 者 等

に 対 す る 講

習  

千 三 百 五
十 円  

 

  法 第 九 十 二

条 の 二 第 一

項 の 表 の 備

考 一 の ４ に

規 定 す る 違

反 運 転 者 等

に 対 す る 講

習  

千 三 百 五
十 円  

 

 

       国 家 公 安

委 員 会 規

則 で 定 め

る 政 令 第

三 十 三 条

の 七 第 二

項 の 基 準

に 該 当 し

な い 者 に

対 す る 講

習  

八 百 円          国 家 公 安

委 員 会 規

則 で 定 め

る 道 路 交

通 法 施 行

令 第 三 十

三 条 の 七

第 二 項 の

基 準 に 該

当 し な い

者 に 対 す

る 講 習  

八 百 円   

   

  

法 第 百

八 条 の

二 第 一

項 第 十

二 号 に

掲 げ る

講 習  

  

（ 略 ）  （ 略 ）      法 第 百

八 条 の

二 第 一

項 第 十

二 号 に

掲 げ る

講 習  

  

（ 略 ）  （ 略 ）   

 小 型 特 殊 自

動 車 免 許 以

外 の 第 一 種

運 転 免 許 又

は 第 二 種 運

転 免 許 を 受

け て い る 者

に 対 す る 講

習 （ 法 第 九

十 七 条 の 二

第 一 項 第 三  

五 千 百 円      小 型 特 殊 自

動 車 免 許 以

外 の 第 一 種

運 転 免 許 又

は 第 二 種 運

転 免 許 を 受

け て い る 者

に 対 す る 講

習 （ 法 第 九

十 七 条 の 二

第 一 項 第 三  

五 千 百 円   

   号 イ 又 は 第

百 一 条 の 四

第 二 項 の 規

定 に よ り 認

知 機 能 検 査

の 結 果 に 基

     号 イ 又 は 第

百 一 条 の 四

第 二 項 の 規

定 に よ り 認

知 機 能 検 査

の 結 果 に 基
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づ い て 行 う

も の に 限

る 。 ）  

づ い て 行 う

も の に 限

る 。 ）  

       当 該 認 知

機 能 検 査

の 結 果 が

認 知 症 の

お そ れ が

あ る こ と

そ の 他 の

認 知 機 能

が 低 下 し

て い る お

そ れ が あ

る こ と を

示 す も の

と し て 府

令 第 三 十

九 条 に 規

定 す る 基

準 に 該 当

す る も の  

七 千 九 百

五 十 円  

        当 該 認 知

機 能 検 査

の 結 果 が

認 知 症 の

お そ れ が

あ る こ と

そ の 他 の

認 知 機 能

が 低 下 し

て い る お

そ れ が あ

る こ と を

示 す も の

と し て 道

路 交 通 法

施 行 規 則

第 三 十 九

条 に 規 定

す る 基 準

に 該 当 す

る も の  
七 千 九 百

五 十 円  

 

   

  

  

 

 

 

（ 略 ）  （ 略 ）     

 

 

 

 

 

（ 略 ）  （ 略 ）   

小 型 特 殊 自

動 車 免 許 の

み を 受 け て

い る 者 に 対

す る 講 習

（ 法 第 九 十

七 条 の 二 第

一 項 第 三 号  

二 千 二 百

五 十 円  

小 型 特 殊 自

動 車 免 許 の

み を 受 け て

い る 者 に 対

す る 講 習

（ 法 第 九 十

七 条 の 二 第

一 項 第 三 号  

二 千 二 百

五 十 円  

   イ 又 は 第 百

一 条 の 四 第

二 項 の 規 定

に よ り 認 知

機 能 検 査 の

結 果 に 基 づ

     イ 又 は 第 百

一 条 の 四 第

二 項 の 規 定

に よ り 認 知

機 能 検 査 の

結 果 に 基 づ
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い て 行 う も

の に 限

る 。 ）  

い て 行 う も

の に 限

る 。 ）  

       当 該 認 知

機 能 検 査

の 結 果 が

認 知 症 の

お そ れ が

あ る こ と

そ の 他 の

認 知 機 能

が 低 下 し

て い る お

そ れ が あ

る こ と を

示 す も の

と し て 府

令 第 三 十

九 条 に 規

定 す る 基

準 に 該 当

す る も の  

四 千 四 百

五 十 円  

        当 該 認 知

機 能 検 査

の 結 果 が

認 知 症 の

お そ れ が

あ る こ と

そ の 他 の

認 知 機 能

が 低 下 し

て い る お

そ れ が あ

る こ と を

示 す も の

と し て 道

路 交 通 法

施 行 規 則

第 三 十 九

条 に 規 定

す る 基 準

に 該 当 す

る も の  
四 千 四 百

五 十 円  

 

     （ 略 ）  （ 略 ）      （ 略 ）  （ 略 ）   

   法 第 百 八 条 の 二 第 一

項 第 十 三 号 に 掲 げ る

講 習  

一 万 二 千

五 百 円  

    法 第 百 八 条 の 二 第 一

項 第 十 三 号 に 掲 げ る

講 習  

一 万 二 千

五 百 円  

 

     当 該 講 習 が

府 令 第 三 十

八 条 第 十 三

項 第 二 号 の

表 第 一 号 に

掲 げ る 講 習

方 法 に 係 る

も の で あ る

場 合  

九 千 五 十
円  

      当 該 講 習 が

道 路 交 通 法

施 行 規 則 第

三 十 八 条 第

十 三 項 第 二

号 の 表 第 一

号 に 掲 げ る

講 習 方 法 に

係 る も の で

あ る 場 合  

九 千 五 十
円  

 

   （ 略 ）  （ 略 ）      （ 略 ）  （ 略 ）   
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           二 十 七 ～

三 十 一  

（ 略 ）  

 （ 略 ）    二 十 七 ～

三 十 一  

（ 略 ）  

 （ 略 ）   

 備 考  （ 略 ）    備 考  （ 略 ）   

  

   附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 元 年 十 二 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  
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規 則 

 

三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 に 基 づ き 市 町 が 処 理 す る 事 務 の 範 囲 を 定 め る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

を こ こ に 公 布 し ま す 。  

令 和 元 年 十 月 二 十 五 日  

                       三  重  県  知  事   鈴   木   英   敬    

三 重 県 規 則 第 二 十 五 号  

   三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 に 基 づ き 市 町 が 処 理 す る 事 務 の 範 囲 を 定 め る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る

規 則  

 三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 に 基 づ き 市 町 が 処 理 す る 事 務 の 範 囲 を 定 め る 規 則 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 規

則 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改   正   後  改   正   前  

別 表 （ 第 二 条 関 係 ）  別 表 （ 第 二 条 関 係 ）  

 一 ～ 十 四  （ 略 ） （ 略 ）    一 ～ 十 四  （ 略 ） （ 略 ）   

 十 五  特 例 条 例 別

表 第 二 の 十 の 項

に 規 定 す る 建 築

基 準 法 （ 昭 和 二

十 五 年 法 律 第 二

百 一 号 ） 、 建 築

基 準 法 施 行 令

（ 昭 和 二 十 五 年

政 令 第 三 百 三 十

八 号 ） 、 建 築 基

準 法 施 行 規 則

（ 昭 和 二 十 五 年

建 設 省 令 第 四 十

号 ） 、 三 重 県 建

築 基 準 条 例 （ 昭

和 四 十 六 年 三 重

県 条 例 第 三 十 五

号 ） 及 び 同 法 の

施 行 の た め の 規

則 に 基 づ く 申 請

書 、 届 書 そ の 他

書 類 の 受 理 に 関

す る 事 務 で 別 に

規 則 で 定 め る も

の  

建 築 基 準 法 （ 以 下 こ の 項 に お い

て 「 法 」 と い う 。 ） 、 建 築 基 準 法

施 行 令 、 建 築 基 準 法 施 行 規 則 、 三

重 県 建 築 基 準 条 例 及 び 建 築 基 準

法 施 行 細 則 （ 昭 和 四 十 六 年 三 重 県

規 則 第 六 十 四 号 ） の 規 定 に 基 づ き

知 事 又 は 建 築 主 事 に 提 出 す る こ

と と さ れ て い る 申 請 書 、 届 書 及 び

通 知 書 （ 法 第 十 八 条 第 二 項 の 規 定

に よ る 計 画 通 知 書 に 限 る 。 ） の 受

理 並 び に 知 事 又 は 建 築 主 事 へ の

送 付 （ た だ し 、 法 第 七 条 第 一 項 （ 第

八 十 七 条 の 四 又 は 第 八 十 八 条 第

一 項 若 し く は 第 二 項 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ

る 完 了 検 査 申 請 書 及 び 法 第 七 条

の 三 第 二 項 の 規 定 に よ る 中 間 検

査 申 請 書 、 法 第 六 条 の 二 第 一 項 に

規 定 す る 確 認 を 受 け よ う と す る

建 築 物 の 計 画 に 係 る 法 第 十 五 条

第 一 項 の 規 定 に よ る 届 書 、 法 第 七

十 七 条 の 二 十 一 に 規 定 す る 指 定

確 認 検 査 機 関 か ら 提 出 さ れ る 申

請 書 及 び 届 書 、 法 第 八 十 七 条 の 四

に お い て 準 用 す る 法 第 六 条 第 一

項 の 規 定 に よ る 確 認 申 請 書 並 び

に 法 第 八 十 七 条 の 四 に お い て 準

用 す る 法 第 十 八 条 第 二 項 の 規 定

に よ る 計 画 通 知 書 を 除 く 。 ）  

  十 五  特 例 条 例 別

表 第 二 の 十 の 項

に 規 定 す る 建 築

基 準 法 （ 昭 和 二

十 五 年 法 律 第 二

百 一 号 ） 、 建 築

基 準 法 施 行 令

（ 昭 和 二 十 五 年

政 令 第 三 百 三 十

八 号 ） 、 建 築 基

準 法 施 行 規 則

（ 昭 和 二 十 五 年

建 設 省 令 第 四 十

号 ） 、 三 重 県 建

築 基 準 条 例 （ 昭

和 四 十 六 年 三 重

県 条 例 第 三 十 五

条 ） 及 び 同 法 の

施 行 の た め の 規

則 に 基 づ く 申 請

書 、 届 書 そ の 他

書 類 の 受 理 に 関

す る 事 務 で 別 に

規 則 で 定 め る も

の  

建 築 基 準 法 （ 以 下 こ の 項 に お い

て 「 法 」 と い う 。 ） 、 建 築 基 準 法

施 行 令 、 建 築 基 準 法 施 行 規 則 、 三

重 県 建 築 基 準 条 例 及 び 建 築 基 準

法 施 行 細 則 （ 昭 和 四 十 六 年 三 重 県

規 則 第 六 十 四 号 ） の 規 定 に 基 づ き

知 事 又 は 建 築 主 事 に 提 出 す る こ

と と さ れ て い る 申 請 書 、 届 書 及 び

通 知 書 （ 法 第 十 八 条 第 二 項 の 規 定

に よ る 計 画 通 知 書 に 限 る 。 ） の 受

理 並 び に 知 事 又 は 建 築 主 事 へ の

送 付 （ た だ し 、 法 第 七 条 第 一 項 （ 第

八 十 七 条 の 二 第 一 項 又 は 第 八 十

八 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規

定 に よ る 完 了 検 査 申 請 書 及 び 法

第 七 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ る

中 間 検 査 申 請 書 、 法 第 六 条 の 二 第

一 項 に 規 定 す る 確 認 を 受 け よ う

と す る 建 築 物 の 計 画 に 係 る 法 第

十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 書 、

法 第 七 十 七 条 の 二 十 一 に 規 定 す

る 指 定 確 認 検 査 機 関 か ら 提 出 さ

れ る 申 請 書 及 び 届 書 、 法 第 八 十 七

条 の 二 に お い て 準 用 す る 法 第 六

条 第 一 項 の 規 定 に よ る 確 認 申 請

書 並 び に 法 第 八 十 七 条 の 二 に お

い て 準 用 す る 法 第 十 八 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 計 画 通 知 書 を 除

く 。 ）  

 

 十 五 の 二  特 例 条

例 別 表 第 二 の 十  

次 に 掲 げ る 書 類 の 受 理 及 び 知

事 へ の 送 付 （ た だ し 、 津 市 、 松 阪  

  十 五 の 二  特 例 条

例 別 表 第 二 の 十  

次 に 掲 げ る 書 類 の 受 理 及 び 知

事 へ の 送 付 （ た だ し 、 津 市 、 桑 名  
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 六 の 項 に 規 定 す

る 都 市 計 画 法

（ 昭 和 四 十 三 年

法 律 第 百 号 ） 、

都 市 計 画 法 施 行

令 （ 昭 和 四 十 四

年 政 令 第 百 五 十

八 号 ） 、 都 市 計

画 法 施 行 規 則

（ 昭 和 四 十 四 年

建 設 省 令 第 四 十

九 号 ） 第 三 十 四

条 及 び 同 法 の 施

行 の た め の 規 則

に 基 づ く 申 請

書 、 届 書 そ の 他

の 書 類 の 受 理 に

関 す る 事 務 で 別

に 規 則 で 定 め る

も の  

市 、 桑 名 市 及 び 鈴 鹿 市 を 除 く 。 ） 

イ ～ ツ  （ 略 ）  

  六 の 項 に 規 定 す

る 都 市 計 画 法

（ 昭 和 四 十 三 年

法 律 第 百 号 ） 、

都 市 計 画 法 施 行

令 （ 昭 和 四 十 四

年 政 令 第 百 五 十

八 号 ） 、 都 市 計

画 法 施 行 規 則

（ 昭 和 四 十 四 年

建 設 省 令 第 四 十

九 号 ） 第 三 十 四

条 及 び 同 法 の 施

行 の た め の 規 則

に 基 づ く 申 請

書 、 届 書 そ の 他

の 書 類 の 受 理 に

関 す る 事 務 で 別

に 規 則 で 定 め る

も の  

市 及 び 鈴 鹿 市 を 除 く 。 ）  

イ ～ ツ  （ 略 ）  

 

 十 五 の 三 ～ 二 十 三  

（ 略 ）  

（ 略 ）    十 五 の 三 ～ 二 十 三  

（ 略 ）  

（ 略 ）   

     

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 十 五 の 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

告 示 

 

三重県告示第 403号 

 三重県建築基準条例第 3章第 3節の規定を適用しない劇場等のその用途に供する建築物に関する基準の

一部を改正する告示を次のように定めます。 

  令和元年 10 月 25 日 

三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬 

   三重県建築基準条例第 3章第 3節の規定を適用しない劇場等のその用途に供する建築物に関する基

準の一部を改正する告示 

 三重県建築基準条例第 3 章第 3 節の規定を適用しない劇場等のその用途に供する建築物に関する基準

（平成 6 年三重県告示第 235 号）の一部を次のように改正する。 

 次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。 

改  正  後 改  正  前 

第10 映写室 第10 映写室 

劇場等における映写室は、耐火構造又は一時間

準耐火基準に適合する準耐火構造（木造の劇場等

にあっては、準耐火構造又は防火構造）の床若し

くは壁又は防火設備により区画しなければならな

い。ただし、建築基準法施行令（昭和 25 年政令第

338 号）第 112 条第 10 項の規定の適用を受けない

映写室の映写のために必要な開口部（開口面積が 1  

劇場等における映写室は、耐火構造又は一時間

準耐火基準に適合する準耐火構造（木造の劇場等

にあっては、準耐火構造又は防火構造）の床若し

くは壁又は防火設備により区画しなければならな

い。ただし、建築基準法施行令（昭和 25 年政令第

338 号）第 112 条第 9 項の規定の適用を受けない映

写室の映写のために必要な開口部（開口面積が 1 

令和元年10月25日 三　重　県　公　報 号　　外

66



平方メートル以内で、かつ、ガラス等の不燃材料で造

ったものに限る。）にあっては、この限りでない。 

平方メートル以内で、かつ、ガラス等の不燃材料で造

ったものに限る。）にあっては、この限りでない。 

   附 則 

 この告示は、公表の日から施行する。 
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